
菊
水
小
学
校 

開
校

・菊水小学校　開校
・令和２年度　予算

主な内容

2020
May
2020
May
2020
May
2020
May

5555
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①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

1
年
1
組
担
任

1
年
2
組
担
任

２
年
1
組
担
任

2
年
2
組
担
任

３
年
1
組
担
任

3
年
2
組
担
任

4
年
1
組
担
任

4
年
2
組
担
任

5
年
1
組
担
任

6
年
1
組
担
任

6
年
2
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
1
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
2
組
担
任

米
田
加
奈
美

髙
田
　
義
彦

深
草
　
正
広

山
口
由
香
里

西
濱
　
史
穂

大
城
　
裕
美

松
本
　
美
保

若
木
奈
緒
子

菊
池
　
史
子

松
﨑
　
文
子

川
﨑
　
　
裕

田
中
　
　
潔

米
村
光
太
郎

井
上
　
博
士

隈
部
　
留
美

森
川
　
み
わ

⑰⑱⑲⑳㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉙㉚㉛
に
じ
い
ろ
学
級
3
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
4
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
副
担
任

教
　
諭

教
　
諭

教
　
諭

養
護
教
諭

主
任
事
務
職
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

校
務
支
援
員

司
書
補
助
員

松
本
　
圭
子

下
津
　
清
子

守
下
　
美
樹

塚
本
　
　
潤

北
村
　
雅
子

和
田
　
幸
子

原
　
　
恵
美

服
部
　
豊
子

石
原
　
和
代

松
尾
　
弘
美

三
川
　
京
子

小
島
　
裕
子

北
川
　
純
代

原
賀
　
和
代

髙
谷
　
和
生

菊
水
小
学
校
　
開
校

　
４
月
８
日
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
菊
水
小

学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
青
空
の
下
で
開
校
式
を
挙
行
。
式
の

中
で
、
６
年
生
の
平
野
胡
桃
さ
ん
は
、「
４

つ
の
学
校
が
ひ
と
つ
と
な
り
、
友
達
の
数
だ

け
で
な
く
、
夢
や
希
望
も
何
倍
に
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
に
感

謝
し
な
が
ら
、
こ
の
新
し
い
菊
水
小
学
校
で

勉
強
も
運
動
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
４
つ
の
小
学
校
が
一
つ
と
な
っ
た
菊
水
小

学
校
（
全
校
児
童
２
７
６
人
）
の
新
た
な
歴

史
の
幕
開
け
で
す
。 ひ

ら  

の
　
く
る  

み

小 中 学 校 教 職 員 を 紹 介 し ま す

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

1
年
主
任

1
年
1
組
担
任

2
年
主
任

2
年
1
組
担
任

2
年
2
組
担
任

3
年
主
任

3
年
1
組
担
任

平
野
由
記
男

杉
森
　
正
彦

小
山
　
一
英

池
田
　
完
治

髙
松
　
一
美

小
林
　
美
幸

松
﨑
　
千
武

久
保
　
一
真

城
戸
　
千
鶴

林
　
竜
太
郎

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
3
年
1
組
副
担
任

ふ
な
や
ま
学
級
担
任

な
ご
み
学
級
担
任

養
護
助
教
諭

主
任
事
務
職
員

栄
養
教
諭

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

施
設
管
理
支
援
員

心
の
教
室
相
談
員

西
澤
　
　
渚

目
久
美
和
美

堀
川
　
智
惠

平
山
　
幸
恵

梅
本
　
理
美

德
永
　
早
織

古
田
　
育
恵

尋
木
　
雅
子

米
田
　
景
一

福
田
い
つ
子

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

１
年
主
任

１
年
１
組
担
任

1
年
1
組
副
担
任

２
年
主
任

２
年
１
組
担
任

３
年
主
任

３
年
１
組
担
任

３
年
1
組
副
担
任

井
上
　
雄
治

中
原
　
孝
文

坂
井
　
ル
ミ

芦
村
　
明
美

今
村
　
啓
浩

小
山
　
哲
功

前
田
　
保
憲

小
山
　
文
子

前
田
　
信
乃

桑
原
　
　
孝

上
田
　
由
紀

⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳㉑
や
ま
せ
み
学
級
担
任

か
わ
せ
み
学
級
担
任

養
護
教
諭

事
務
職
員

学
校
栄
養
職
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

施
設
管
理
支
援
員

英
語
指
導
助
手

心
の
教
室
相
談
員

西
澤
　
園
香

清
田
の
ぞ
み

和
久
田
真
樹

林
田
　
弥
美

橋
本
　
　
綾

髙
岡
　
節
美

藤
田
と
し
み

米
田
　
景
一

原
賀
　
美
香

髙
田
　
辰
子

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

１
年
担
任

２
年
担
任

３
年
担
任

４
年
担
任

５
年
担
任

６
年
担
任

さ
く
ら
学
級
担
任

黒
川
　
哲
治

道
喜
　
智
昭

坂
田
　
浩
昭

堀
田
美
代
子

末
川
　
晶
子

五
反
田
奈
穂

古
江
　
歩
美

松
尾
　
泰
幸

戸
上
　
和
子

岡
﨑
　
郁
生

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲
ひ
ま
わ
り
学
級
１
組
担
任

ひ
ま
わ
り
学
級
2
組
担
任

教
　
諭

養
護
教
諭

主
任
事
務
職
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

校
務
支
援
員

司
書
補
助
員

中
山
信
一
郎

西
村
　
隆
二

北
村
　
雅
子

新
川
　
恵
子

髙
田
　
　
葵

竹
下
　
雅
子

山
口
由
香
里

大
城
戸
正
剛

髙
木
　
智
香

菊
水
中
学
校

三
加
和
中
学
校

菊
水
小
学
校

三
加
和
小
学
校

⑦⑱㉗⑫④ ⑨⑩
⑳㉛㉘㉖㉑ ⑧㉓⑪
㉔㉚㉒⑯⑤⑲ ㉙㉕
③⑮⑭②①⑬⑰⑥

⑤ ⑫⑥⑲ ⑦⑧
⑯ ⑮ ⑰ ④ ⑭ ㉑ ⑳ ⑱

⑬⑩⑨①②⑪③

⑧⑬⑤③⑩⑭
⑱⑯⑲⑨ ⑦④⑪

⑮⑰②①⑫⑥

⑱⑲⑯⑮⑰
⑳④⑤⑭⑦ ⑧⑥
⑪⑩⑨②①③⑬⑫
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①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

1
年
1
組
担
任

1
年
2
組
担
任

２
年
1
組
担
任

2
年
2
組
担
任

３
年
1
組
担
任

3
年
2
組
担
任

4
年
1
組
担
任

4
年
2
組
担
任

5
年
1
組
担
任

6
年
1
組
担
任

6
年
2
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
1
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
2
組
担
任

米
田
加
奈
美

髙
田
　
義
彦

深
草
　
正
広

山
口
由
香
里

西
濱
　
史
穂

大
城
　
裕
美

松
本
　
美
保

若
木
奈
緒
子

菊
池
　
史
子

松
﨑
　
文
子

川
﨑
　
　
裕

田
中
　
　
潔

米
村
光
太
郎

井
上
　
博
士

隈
部
　
留
美

森
川
　
み
わ

⑰⑱⑲⑳㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉙㉚㉛
に
じ
い
ろ
学
級
3
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
4
組
担
任

に
じ
い
ろ
学
級
副
担
任

教
　
諭

教
　
諭

教
　
諭

養
護
教
諭

主
任
事
務
職
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

校
務
支
援
員

司
書
補
助
員

松
本
　
圭
子

下
津
　
清
子

守
下
　
美
樹

塚
本
　
　
潤

北
村
　
雅
子

和
田
　
幸
子

原
　
　
恵
美

服
部
　
豊
子

石
原
　
和
代

松
尾
　
弘
美

三
川
　
京
子

小
島
　
裕
子

北
川
　
純
代

原
賀
　
和
代

髙
谷
　
和
生

菊
水
小
学
校
　
開
校

　
４
月
８
日
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
菊
水
小

学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
青
空
の
下
で
開
校
式
を
挙
行
。
式
の

中
で
、
６
年
生
の
平
野
胡
桃
さ
ん
は
、「
４

つ
の
学
校
が
ひ
と
つ
と
な
り
、
友
達
の
数
だ

け
で
な
く
、
夢
や
希
望
も
何
倍
に
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
に
感

謝
し
な
が
ら
、
こ
の
新
し
い
菊
水
小
学
校
で

勉
強
も
運
動
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
４
つ
の
小
学
校
が
一
つ
と
な
っ
た
菊
水
小

学
校
（
全
校
児
童
２
７
６
人
）
の
新
た
な
歴

史
の
幕
開
け
で
す
。 ひ

ら  

の
　
く
る  

み

小 中 学 校 教 職 員 を 紹 介 し ま す

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

1
年
主
任

1
年
1
組
担
任

2
年
主
任

2
年
1
組
担
任

2
年
2
組
担
任

3
年
主
任

3
年
1
組
担
任

平
野
由
記
男

杉
森
　
正
彦

小
山
　
一
英

池
田
　
完
治

髙
松
　
一
美

小
林
　
美
幸

松
﨑
　
千
武

久
保
　
一
真

城
戸
　
千
鶴

林
　
竜
太
郎

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
3
年
1
組
副
担
任

ふ
な
や
ま
学
級
担
任

な
ご
み
学
級
担
任

養
護
助
教
諭

主
任
事
務
職
員

栄
養
教
諭

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

施
設
管
理
支
援
員

心
の
教
室
相
談
員

西
澤
　
　
渚

目
久
美
和
美

堀
川
　
智
惠

平
山
　
幸
恵

梅
本
　
理
美

德
永
　
早
織

古
田
　
育
恵

尋
木
　
雅
子

米
田
　
景
一

福
田
い
つ
子

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

１
年
主
任

１
年
１
組
担
任

1
年
1
組
副
担
任

２
年
主
任

２
年
１
組
担
任

３
年
主
任

３
年
１
組
担
任

３
年
1
組
副
担
任

井
上
　
雄
治

中
原
　
孝
文

坂
井
　
ル
ミ

芦
村
　
明
美

今
村
　
啓
浩

小
山
　
哲
功

前
田
　
保
憲

小
山
　
文
子

前
田
　
信
乃

桑
原
　
　
孝

上
田
　
由
紀

⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳㉑
や
ま
せ
み
学
級
担
任

か
わ
せ
み
学
級
担
任

養
護
教
諭

事
務
職
員

学
校
栄
養
職
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

施
設
管
理
支
援
員

英
語
指
導
助
手

心
の
教
室
相
談
員

西
澤
　
園
香

清
田
の
ぞ
み

和
久
田
真
樹

林
田
　
弥
美

橋
本
　
　
綾

髙
岡
　
節
美

藤
田
と
し
み

米
田
　
景
一

原
賀
　
美
香

髙
田
　
辰
子

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
校
　
長

教
　
頭

教
務
主
任

１
年
担
任

２
年
担
任

３
年
担
任

４
年
担
任

５
年
担
任

６
年
担
任

さ
く
ら
学
級
担
任

黒
川
　
哲
治

道
喜
　
智
昭

坂
田
　
浩
昭

堀
田
美
代
子

末
川
　
晶
子

五
反
田
奈
穂

古
江
　
歩
美

松
尾
　
泰
幸

戸
上
　
和
子

岡
﨑
　
郁
生

⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲
ひ
ま
わ
り
学
級
１
組
担
任

ひ
ま
わ
り
学
級
2
組
担
任

教
　
諭

養
護
教
諭

主
任
事
務
職
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

特
別
支
援
教
育
支
援
員

校
務
支
援
員

司
書
補
助
員

中
山
信
一
郎

西
村
　
隆
二

北
村
　
雅
子

新
川
　
恵
子

髙
田
　
　
葵

竹
下
　
雅
子

山
口
由
香
里

大
城
戸
正
剛

髙
木
　
智
香

菊
水
中
学
校

三
加
和
中
学
校

菊
水
小
学
校

三
加
和
小
学
校

⑦⑱㉗⑫④ ⑨⑩
⑳㉛㉘㉖㉑ ⑧㉓⑪
㉔㉚㉒⑯⑤⑲ ㉙㉕
③⑮⑭②①⑬⑰⑥

⑤ ⑫⑥⑲ ⑦⑧
⑯ ⑮ ⑰ ④ ⑭ ㉑ ⑳ ⑱

⑬⑩⑨①②⑪③

⑧⑬⑤③⑩⑭
⑱⑯⑲⑨ ⑦④⑪

⑮⑰②①⑫⑥

⑱⑲⑯⑮⑰
⑳④⑤⑭⑦ ⑧⑥
⑪⑩⑨②①③⑬⑫
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まちの話題

旭
きょく

日
 じつ 

単
 たん 

光
 こう 

章
しょう

を受章
高齢者叙勲
３月23日、旭日単光章を受章した荒木和昭さん（88
歳）に、勲章の伝達が行われました。高齢者叙勲とは、
地方自治の育成発展に貢献し、年齢88歳に達した功労
者に対して授与されるものです。荒木さんは、昭和58
年に旧菊水町議会議員に当選して以来、永きにわたり旧
菊水町議会議員および常任委員会委員長などの職を務
め、当町の発展に大きく貢献しました。また、若いころ
から畜産業を営み、畜産団地の創設に尽力するなど、
数々の功績が認められ、このたびの受章となりました。
息子さんと一緒に来庁し、この度の受賞を大変喜んでい
ました。 旭日単光章を受章した荒木和昭さん（写真左）

新型コロナウイルス対策のために
マスクなどを寄付
３月19日、有限会社青空産業、代表取締役　徳永孝
義さん（西吉地）が、マスク（2,000枚）を寄付しまし
た。マスクは、感染リスク・重症化リスクが高い、町内
医療機関および介護施設で活用します。
また３月30日には、有限会社みどりライスセンター
および有限会社ミドリ代表取締役　上原泰臣さんが、次
亜塩素酸（108L）を寄付しました。次亜塩素酸は、役
場庁舎内の消毒などウイルスを寄せつけない環境づくり
のために活用します。
誠にありがとうございました。

マスク受け渡し式のようす

学校教育の振興を願い
丸山博さんが100万円寄付
令和元年10月29日、丸山博さん（中路）が、和水町
の学校教育の振興のために、100万円を寄付しました。
丸山さんは、「子どもたちが心身共に強い子に成長して
ほしいと思います」と思いを述べました。子どもたち
が、元気で楽しく学校生活を送ることができるよう、設
備の整備や教育活動の支援を行うなど、和水町の将来を
担う子どもたちのために大切に使います。
多大なご寄付に、厚くお礼申し上げます。

寄付金を岡本教育長に手渡す丸山博さん（写真右）

新たな消防団がスタート
和水町消防団辞令交付式
４月５日に、役場本庁会議室で令和２年度和水町消防
団辞令交付式が行われました。
式では、高巣町長から小木団長へ辞令が交付され、小
木団長より新幹部団員への辞令交付が行われました。今
回の式は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、新
入団員および任期退職者は参加せず、規模を縮小し実施
しました。
令和２年度は総員471人で新たな和水町消防団がス
タートします。消防団員の今後の活躍に期待します。
令和２年度　新入団員12人　任期退職団員６人

町長から辞令を受ける小木団長

子どもたちの健やかな成長を願って
星の子会が布ぞうり・黄色い帽子を寄付
新小学１年生になる児童の入学お祝いとして、星の子
会（代表：星子澄代さん）が和水町立小学校の新入児童
（72人）に布ぞうりを寄付しました。
地域活動の一環として毎年行われていて、今年も色と
りどりのかわいらしいぞうりが届きました。代表の星子
さんは、「布ぞうりを履くことで健康にもなるので、た
くさん履いてほしいです」と話しました。
また、町商工会青年部（部長：齊木大和さん）は、黄
色い帽子を寄付。入学式で子どもたちは真新しい黄色い
帽子をもらい、嬉しそうなようすでした。児童の皆さ
ん、交通安全に気を付けて、元気に登校してください
ね。星の子会の皆さんと岡本教育長
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光
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を受章
高齢者叙勲
３月23日、旭日単光章を受章した髙木昭人さん（88
歳）に、勲章の伝達が行われました。高齢者叙勲とは、
地方自治の育成発展に貢献し、年齢88歳に達した功労
者に対して授与されるものです。
髙木さんは、昭和58年に旧三加和町議会議員に当選
して以来、永きにわたり旧三加和町議会議員および議長
の職を務め、当町の発展に大きく貢献しました。
また、消防団長を９年務め防災思想の普及や団員の育
成に尽力するなど、数々の功績が認められ、このたびの
受章となりました。
髙木さんは、「このような勲章をいただくことができ
ることは、本当にありがたい事です」と話しました。旭日単光章を受章した髙木昭人さん
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高齢者叙勲
３月23日、旭日単光章を受章した荒木和昭さん（88

歳）に、勲章の伝達が行われました。高齢者叙勲とは、
地方自治の育成発展に貢献し、年齢88歳に達した功労
者に対して授与されるものです。荒木さんは、昭和58
年に旧菊水町議会議員に当選して以来、永きにわたり旧
菊水町議会議員および常任委員会委員長などの職を務
め、当町の発展に大きく貢献しました。また、若いころ
から畜産業を営み、畜産団地の創設に尽力するなど、
数々の功績が認められ、このたびの受章となりました。
息子さんと一緒に来庁し、この度の受賞を大変喜んでい
ました。 旭日単光章を受章した荒木和昭さん（写真左）

新型コロナウイルス対策のために
マスクなどを寄付
３月19日、有限会社青空産業、代表取締役　徳永孝

義さん（西吉地）が、マスク（2,000枚）を寄付しまし
た。マスクは、感染リスク・重症化リスクが高い、町内
医療機関および介護施設で活用します。
また３月30日には、有限会社みどりライスセンター

および有限会社ミドリ代表取締役　上原泰臣さんが、次
亜塩素酸（108L）を寄付しました。次亜塩素酸は、役
場庁舎内の消毒などウイルスを寄せつけない環境づくり
のために活用します。
誠にありがとうございました。

マスク受け渡し式のようす

学校教育の振興を願い
丸山博さんが100万円寄付
令和元年10月29日、丸山博さん（中路）が、和水町

の学校教育の振興のために、100万円を寄付しました。
丸山さんは、「子どもたちが心身共に強い子に成長して
ほしいと思います」と思いを述べました。子どもたち
が、元気で楽しく学校生活を送ることができるよう、設
備の整備や教育活動の支援を行うなど、和水町の将来を
担う子どもたちのために大切に使います。
多大なご寄付に、厚くお礼申し上げます。

寄付金を岡本教育長に手渡す丸山博さん（写真右）

新たな消防団がスタート
和水町消防団辞令交付式
４月５日に、役場本庁会議室で令和２年度和水町消防
団辞令交付式が行われました。
式では、高巣町長から小木団長へ辞令が交付され、小
木団長より新幹部団員への辞令交付が行われました。今
回の式は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、新
入団員および任期退職者は参加せず、規模を縮小し実施
しました。
令和２年度は総員471人で新たな和水町消防団がス
タートします。消防団員の今後の活躍に期待します。
令和２年度　新入団員12人　任期退職団員６人

町長から辞令を受ける小木団長

子どもたちの健やかな成長を願って
星の子会が布ぞうり・黄色い帽子を寄付
新小学１年生になる児童の入学お祝いとして、星の子
会（代表：星子澄代さん）が和水町立小学校の新入児童
（72人）に布ぞうりを寄付しました。
地域活動の一環として毎年行われていて、今年も色と
りどりのかわいらしいぞうりが届きました。代表の星子
さんは、「布ぞうりを履くことで健康にもなるので、た
くさん履いてほしいです」と話しました。
また、町商工会青年部（部長：齊木大和さん）は、黄
色い帽子を寄付。入学式で子どもたちは真新しい黄色い
帽子をもらい、嬉しそうなようすでした。児童の皆さ
ん、交通安全に気を付けて、元気に登校してください
ね。星の子会の皆さんと岡本教育長
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を受章
高齢者叙勲
３月23日、旭日単光章を受章した髙木昭人さん（88
歳）に、勲章の伝達が行われました。高齢者叙勲とは、
地方自治の育成発展に貢献し、年齢88歳に達した功労
者に対して授与されるものです。
髙木さんは、昭和58年に旧三加和町議会議員に当選
して以来、永きにわたり旧三加和町議会議員および議長
の職を務め、当町の発展に大きく貢献しました。
また、消防団長を９年務め防災思想の普及や団員の育
成に尽力するなど、数々の功績が認められ、このたびの
受章となりました。
髙木さんは、「このような勲章をいただくことができ
ることは、本当にありがたい事です」と話しました。旭日単光章を受章した髙木昭人さん

5│広報なごみ│2020 May│



一
般
会
計

町
の
行
政
運
営
に
か
か
る
基
本

的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
と
区
別

し
て
別
に
処
理
す
る
た
め
の
会

計企
業
会
計

地
方
財
政
上
、
地
方
公
営
企
業

法
が
適
用
さ
れ
る
公
営
企
業
の

会
計
。
和
水
町
は
病
院
事
業
会

計
が
該
当

﹇ 

歳
入 

﹈

自
主
財
源

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財

源依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
収
入

諸
収
入

財
産
貸
付
に
よ
る
財
産
収
入
や

各
種
分
担
金
、負
担
金
、使
用
料
、

手
数
料
、
寄
附
金
な
ど

地
方
交
付
税

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
な

ど
の
国
税
収
入
の
一
部
を
国
が

交
付

国
・
県
支
出
金

国･

県
が
使
用
目
的
を
特
定
し
て

交
付

町
債

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
あ
て

る
借
入
金

﹇ 

歳
出 

﹈

扶
助
費

教
育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
社

会
保
障
費

普
通
建
設
事
業
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
や
公

共
施
設
の
建
設
費

◆
用
語
解
説

物
件
費

委
託
料
、
消
耗
品
、
通
信
運
搬

費
等

維
持
補
修
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
公
共
施
設

等
の
修
繕
費

補
助
費
等

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
負
担

金議
会
費

議
会
運
営
の
た
め
に

総
務
費

行
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に

民
生
費

福
祉
・
医
療
の
た
め
に

衛
生
費

ゴ
ミ
処
理
や
病
気
予
防
の
た
め

に農
林
水
産
業
費

農
林
業
の
振
興
の
た
め
に

商
工
費

商
工
業
・
観
光
振
興
の
た
め
に

土
木
費

橋
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
た
め
に

消
防
費

消
防
や
災
害
予
防
の
た
め
に

教
育
費

学
校
や
生
涯
学
習
の
た
め
に

災
害
復
旧
費

災
害
時
の
復
旧
の
た
め
に

公
債
費

借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
の
た

め
に

予
備
費

緊
急
時
に
備
え
る
た
め
に

(４月１日現在の人口　9,793 人）

そ
の

他

投資的経費　

義
務

的
経

費 依
存

財源

 自主財源

令和２年度予算
一般会計 73億1,527万円
特別会計 39億6,539万円
企業会計 9億1,225万円

令和２年度予算
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　　本
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の
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し
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。
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財
政
係

☎
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８
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６
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０

一般会計
歳入

一般会計
歳出

町税  　　　　
８億7,954万円

　12.0%

諸収入 など 　
８億6,690万円

11.9%

地方交付税 　　
30億6,534万円

41.9%

国･県支出金　　
11億6,554万円

15.9%

町債 　　　　　
10億4,060万円

14.2%

地方譲与税 など
２億9,735万円

4.1%

　　
 そ

の
他

人件費　　　　
11億5,049万円

15.7%

扶助費　　　　
９億2,925万円

12.7%

公債費　　　　
９億9,100万円

13.5%普通建設事業費 ・
災害復旧費

10億4,462万円
14.3%

物件費・維持補修費
８億7,292万円

11.9%

補助費等 　　　
13億7,230万円

18.8%

積立金・貸付金・
投資及び出資金

8,674万円
1.2%

繰出金･予備費 
 ８億6,795万円

11.9%

令和２年度当初予算が３月議会定例会で可決されました。

各会計予算比較一覧表

会計名
当初予算額（単位：千円）対前年度

増 減 率令和元年度 令和２年度
和水町一般会計 6,714,908 7,315,274 8.9％
和水町国民健康
保険事業会計 1,403,181 1,383,752 －1.4%

和水町介護保険
事業会計 1,493,793 1,478,418 －1.0%

和水町特別養護老
人ホーム事業会計 493,135 496,777 0.7%

和水町住宅用地
造成事業会計 17,916 166,508 829.4%

和水町簡易水道
事業会計 64,515 75,178 16.5%

和水町下水道
事業会計 62,786 75,656 20.5%

和水町特定地域
生活排水処理
事業会計

113,416 109,632 －3.3%

和水町春富財産区
特別会計 286 208 －27.3%

和水町後期高齢者
医療事業会計 157,192 179,258 14.0%

和水町病院事業
会計（収益的収支） 875,430 912,251 4.2%

合　計 11,396,558 12,192,912 7.0%

目的別 金額
（千円）

町民一人当たり
（４月１日現在）

議会費 79,528 8,121円

総務費 1,061,170 108,360円

民生費 1,816,776 185,518円

衛生費 883,973 90,266円

農林水産業費 293,367 29,957円

商工費 129,805 13,255円

土木費 931,935 95,163円

消防費 262,302 26,785円

教育費 823,825 84,124円

災害復旧費 21,593 2,205円

公債費 991,000 101,195円

予備費 20,000 2,042円

合　計 7,315,274 746,991円
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一
般
会
計

町
の
行
政
運
営
に
か
か
る
基
本

的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
と
区
別

し
て
別
に
処
理
す
る
た
め
の
会

計企
業
会
計

地
方
財
政
上
、
地
方
公
営
企
業

法
が
適
用
さ
れ
る
公
営
企
業
の

会
計
。
和
水
町
は
病
院
事
業
会

計
が
該
当

﹇ 

歳
入 

﹈

自
主
財
源

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財

源依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
収
入

諸
収
入

財
産
貸
付
に
よ
る
財
産
収
入
や

各
種
分
担
金
、負
担
金
、使
用
料
、

手
数
料
、
寄
附
金
な
ど

地
方
交
付
税

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
な

ど
の
国
税
収
入
の
一
部
を
国
が

交
付

国
・
県
支
出
金

国･

県
が
使
用
目
的
を
特
定
し
て

交
付

町
債

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
あ
て

る
借
入
金

﹇ 

歳
出 

﹈

扶
助
費

教
育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
社

会
保
障
費

普
通
建
設
事
業
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
や
公

共
施
設
の
建
設
費

◆
用
語
解
説

物
件
費

委
託
料
、
消
耗
品
、
通
信
運
搬

費
等

維
持
補
修
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
公
共
施
設

等
の
修
繕
費

補
助
費
等

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
負
担

金議
会
費

議
会
運
営
の
た
め
に

総
務
費

行
政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に

民
生
費

福
祉
・
医
療
の
た
め
に

衛
生
費

ゴ
ミ
処
理
や
病
気
予
防
の
た
め

に農
林
水
産
業
費

農
林
業
の
振
興
の
た
め
に

商
工
費

商
工
業
・
観
光
振
興
の
た
め
に

土
木
費

橋
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
た
め
に

消
防
費

消
防
や
災
害
予
防
の
た
め
に

教
育
費

学
校
や
生
涯
学
習
の
た
め
に

災
害
復
旧
費

災
害
時
の
復
旧
の
た
め
に

公
債
費

借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
の
た

め
に

予
備
費

緊
急
時
に
備
え
る
た
め
に

(４月１日現在の人口　9,793 人）

そ
の

他

投資的経費　

義
務

的
経

費 依
存

財源

 自主財源

令和２年度予算
一般会計 73億1,527万円
特別会計 39億6,539万円
企業会計 9億1,225万円

令和２年度予算

 

歳  

入

　
歳
入
予
算
は
、
自
主
財
源
（
町
が
独
自
に
も
つ
財
源
）

が
23
・
９
％
、
依
存
財
源
（
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
）
が
76
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
う
ち
、
普
通
交
付

税
は
約
28
億
８
，
２
３
４
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
度
（
約
33
億
４
千
万
円
）
と
比
較
し
て
４
億

５
千
万
円
以
上
の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、

合
併
か
ら
10
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
特
例
措
置
が

段
階
的
に
縮
小
し
て
い
る
も
の
で
、
年
々
厳
し
い
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
歳  

出

　
歳
出
予
算
は
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
）
が
歳
出
総
額
の
42
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
教

育
・
医
療
・
福
祉
な
ど
に
係
る
扶
助
費
は
生
活
に
直
結

す
る
も
の
で
、
容
易
に
削
減
、
圧
縮
は
で
き
な
い
経
費

で
す
。
歳
入
に
見
合
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
に

は
、
投
資
的
経
費
や
公
共
施
設
等
の
維
持
補
修
経
費
を

抑
制
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
主
要
事
業

・
藤
田
地
区
宅
地
造
成
工
事·············

１
億
５
，
６
８
１
万
円

・
せ
き
す
い
斎
苑
改
修
負
担
金·········

１
億
８
，
４
４
５
万
円

・
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
工
事·····

１
億
２
，
８
６
０
万
円

・
町
道
整
備
事
業····························

６
億
１
，
１
８
１
万
円

・
橋
り
ょ
う
維
持
費·································

５
，
１
７
３
万
円

・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事·········

２
億
５
，
１
０
０
万
円

・
中
山
間
農
業
モ
デ
ル
地
区
補
助
金·········

１
，
３
６
５
万
円

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業·················

２
，
０
３
６
万
円

・
幼
児
英
語
教
育
事
業····································

６
０
０
万
円

・
地
方
路
線
バ
ス
維
持
補
助
金·················

３
，
７
８
３
万
円

・
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
費
補
助
金·············

１
，
３
６
１
万
円

・
定
住
促
進
補
助
金·································

２
，
０
６
８
万
円

　　本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
や

町
債
に
多
く
の
歳
入
を
依
存
し
て
い
ま
す
。
町
税
の
徴

収
率
向
上
や
公
有
財
産
の
整
理
統
合
な
ど
に
よ
る
有
効

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
　
総
務
課
　
財
政
係

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
０

一般会計
歳入

一般会計
歳出

町税  　　　　
８億7,954万円

　12.0%

諸収入 など 　
８億6,690万円

11.9%

地方交付税 　　
30億6,534万円

41.9%

国･県支出金　　
11億6,554万円

15.9%

町債 　　　　　
10億4,060万円

14.2%

地方譲与税 など
２億9,735万円

4.1%

　　
 そ

の
他

人件費　　　　
11億5,049万円

15.7%

扶助費　　　　
９億2,925万円

12.7%

公債費　　　　
９億9,100万円

13.5%普通建設事業費 ・
災害復旧費

10億4,462万円
14.3%

物件費・維持補修費
８億7,292万円

11.9%

補助費等 　　　
13億7,230万円

18.8%

積立金・貸付金・
投資及び出資金

8,674万円
1.2%

繰出金･予備費 
 ８億6,795万円

11.9%

令和２年度当初予算が３月議会定例会で可決されました。

各会計予算比較一覧表

会計名
当初予算額（単位：千円）対前年度

増 減 率令和元年度 令和２年度
和水町一般会計 6,714,908 7,315,274 8.9％
和水町国民健康
保険事業会計 1,403,181 1,383,752 －1.4%

和水町介護保険
事業会計 1,493,793 1,478,418 －1.0%

和水町特別養護老
人ホーム事業会計 493,135 496,777 0.7%

和水町住宅用地
造成事業会計 17,916 166,508 829.4%

和水町簡易水道
事業会計 64,515 75,178 16.5%

和水町下水道
事業会計 62,786 75,656 20.5%

和水町特定地域
生活排水処理
事業会計

113,416 109,632 －3.3%

和水町春富財産区
特別会計 286 208 －27.3%

和水町後期高齢者
医療事業会計 157,192 179,258 14.0%

和水町病院事業
会計（収益的収支） 875,430 912,251 4.2%

合　計 11,396,558 12,192,912 7.0%

目的別 金額
（千円）

町民一人当たり
（４月１日現在）

議会費 79,528 8,121円

総務費 1,061,170 108,360円

民生費 1,816,776 185,518円

衛生費 883,973 90,266円

農林水産業費 293,367 29,957円

商工費 129,805 13,255円

土木費 931,935 95,163円

消防費 262,302 26,785円

教育費 823,825 84,124円

災害復旧費 21,593 2,205円

公債費 991,000 101,195円

予備費 20,000 2,042円

合　計 7,315,274 746,991円
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特別利益
2千円
0.0%

医業費用　　　　 
8億4,686万2千円

92.8%

訪問看護事業費用
2,148万５千円

2.4%
特別損失

２千円
0.0%

居宅介護支援事業費用
1,955万６千円

2.1%

健康管理センター費用
1,708万３千円

1.9%

医業外費用   
726万３千円

0.8%

　当院の令和２年度当初予算の概要
をお知らせします。
　まず、当院のような公営企業では
予算を「収益的収支」と「資本的収
支」の２本に分けて作成しています。

繰入金について
　令和２年度の繰入金総額は、２
億3,812万５千円です。総務省から
の繰出基準に基づき、１億9,741万
２千円を収益的収入（医業収入と
医業外収入）、4,071万３千円を資
本的収入に配分する予定です。
　この繰入金は、公共施設の建設
や工事や機器の購入などの経費（公
営企業の経営により得た収入で充
てることが適当でない経費）や、
不採算地域の医療や救急医療など
に充てる経費（地域性や診療科の
不採算性などの性質により、能率
的な経営を行ってもその経営の収
入に充てることが困難な経費）に
対して国が自治体病院に対して交
付しているものです。

　令和２年度の企業債（借入金）
の見込額は、次のとおりとなって
います。

　経営状況が厳しい病院も多く、
当院も例外ではありません。人口
減少や少子高齢化、新型コロナウ
イルスの流行など、医療需要が大
きく変化することが見込まれてい
ます。しかし、当院は和水町の公
共の医療機関として、住民の皆さ
まに安心と安全な医療を提供し続
けていきたいと思います。

問い合わせ先　和水町立病院
☎0968・86・3105

健康管理センター収益
2,568万９千円

2.8%

企業債償還金　 
5,429万１千円

29.2%

建設改良費　　　　
１億3,170万９千円

70.8%

医業外収益　　　  
１億1,567万６千円

12.7%

居宅介護支援事業収益
1,892万４千円

2.1%

訪問看護事業収益
1,820万７千円

2.0%

特別利益
２千円
0.0%

医業収益　　　　　
７億3,375万３千円

80.4%

  出資金　　　　
4,071万３千円

21.9%

  企業債　　　　
１億1,580万円

62.3%

補てん財源      
2,270万４千円

12.2%
他会計補助金
678万３千円

3.6%

①収益的収支
　「収益的収支」とは企業の経営活
動に伴って発生するすべての収益と
費用に関係する予算となります。

②資本的収支
　「資本的収支」は建物、施設の建
設、医療機器といった支出の効果が、
次年度以降に及ぶものや企業債（借
入金）の元金償還などの費用とその
財源となる収入に関係する予算とな
ります。

【企業債（借入金）の見込額】 (単位：千円）

Ｒ１年度
末 残 高

Ｒ２年度
借 入 額

Ｒ２年度
償 還 額

Ｒ２年度
未 残 高

396,122 115,800 54,291 457,631

 

歳  

入

９
億
１
，
２
２
５
万
１
千
円

　
収
益
的
収
支
の
歳
入
は
、

医
業
収
益
、
医
業
外
収
益
な

ど
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
を

医
業
収
益
が
80
・
４
％
と
占

め
て
い
ま
す
。

 

歳  

入

１
億
６
，
３
２
９
万
６
千
円

　
資
本
的
収
支
の
歳
入
は
、

出
資
金
が
21
・
９
％
、
企
業

債
が
62
・
３
％
、
他
会
計
補

助
金
が
3.6
％
と
な
っ
て
お
り
、

補
て
ん
財
源
が
12
・
２
％
と

な
り
ま
す
。

 

歳  

出

９
億
１
，
２
２
５
万
１
千
円

　
収
益
的
収
支
の
歳
出
は
、

医
業
費
用
が
92
・
８
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
医
業
費
用
の

中
に
は
、
職
員
の
給
与
費
、

診
療
に
要
す
る
材
料
費
、
施

設
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の

経
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
が

配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
歳  

出

１
億
８
，
６
０
０
万
円

　
資
本
的
収
支
の
歳
出
は
、

建
設
改
良
費
が
70
・
８
％
、

企
業
債
償
還
金
が
29
・
２
％

と
な
り
ま
す
。
建
設
改
良
費

の
中
に
は
除
細
動
装
置
や
人

工
呼
吸
器
と
い
っ
た
医
療
機

器
購
入
費
や
、
病
棟
の
空
調

設
備
の
工
事
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※

資
本
的
収
支
の
歳
出
に
対
す
る
不

足
額
２
，
２
７
０
万
４
千
円
は
補
て

ん
財
源
（
内
部
留
保
資
金
な
ど
）
で

補
て
ん
し
ま
す
。

収益的収支
歳 入

資本的収支
歳 入

資本的収支
歳 出

収益的収支
歳 出

和水町立病院事業会計予算

令和２年度
和水町立病院
事 業 会 計

予 算
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特別利益
2千円
0.0%

医業費用　　　　 
8億4,686万2千円

92.8%

訪問看護事業費用
2,148万５千円

2.4%
特別損失

２千円
0.0%

居宅介護支援事業費用
1,955万６千円

2.1%

健康管理センター費用
1,708万３千円

1.9%

医業外費用   
726万３千円

0.8%

　当院の令和２年度当初予算の概要
をお知らせします。
　まず、当院のような公営企業では
予算を「収益的収支」と「資本的収
支」の２本に分けて作成しています。

繰入金について
　令和２年度の繰入金総額は、２
億3,812万５千円です。総務省から
の繰出基準に基づき、１億9,741万
２千円を収益的収入（医業収入と
医業外収入）、4,071万３千円を資
本的収入に配分する予定です。
　この繰入金は、公共施設の建設
や工事や機器の購入などの経費（公
営企業の経営により得た収入で充
てることが適当でない経費）や、
不採算地域の医療や救急医療など
に充てる経費（地域性や診療科の
不採算性などの性質により、能率
的な経営を行ってもその経営の収
入に充てることが困難な経費）に
対して国が自治体病院に対して交
付しているものです。

　令和２年度の企業債（借入金）
の見込額は、次のとおりとなって
います。

　経営状況が厳しい病院も多く、
当院も例外ではありません。人口
減少や少子高齢化、新型コロナウ
イルスの流行など、医療需要が大
きく変化することが見込まれてい
ます。しかし、当院は和水町の公
共の医療機関として、住民の皆さ
まに安心と安全な医療を提供し続
けていきたいと思います。

問い合わせ先　和水町立病院
☎0968・86・3105

健康管理センター収益
2,568万９千円

2.8%

企業債償還金　 
5,429万１千円

29.2%

建設改良費　　　　
１億3,170万９千円

70.8%

医業外収益　　　  
１億1,567万６千円

12.7%

居宅介護支援事業収益
1,892万４千円

2.1%

訪問看護事業収益
1,820万７千円

2.0%

特別利益
２千円
0.0%

医業収益　　　　　
７億3,375万３千円

80.4%

  出資金　　　　
4,071万３千円

21.9%

  企業債　　　　
１億1,580万円

62.3%

補てん財源      
2,270万４千円

12.2%
他会計補助金
678万３千円

3.6%

①収益的収支
　「収益的収支」とは企業の経営活
動に伴って発生するすべての収益と
費用に関係する予算となります。

②資本的収支
　「資本的収支」は建物、施設の建
設、医療機器といった支出の効果が、
次年度以降に及ぶものや企業債（借
入金）の元金償還などの費用とその
財源となる収入に関係する予算とな
ります。

【企業債（借入金）の見込額】 (単位：千円）

Ｒ１年度
末 残 高

Ｒ２年度
借 入 額

Ｒ２年度
償 還 額

Ｒ２年度
未 残 高

396,122 115,800 54,291 457,631

 

歳  

入

９
億
１
，
２
２
５
万
１
千
円

　
収
益
的
収
支
の
歳
入
は
、

医
業
収
益
、
医
業
外
収
益
な

ど
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
を

医
業
収
益
が
80
・
４
％
と
占

め
て
い
ま
す
。

 

歳  

入

１
億
６
，
３
２
９
万
６
千
円

　
資
本
的
収
支
の
歳
入
は
、

出
資
金
が
21
・
９
％
、
企
業

債
が
62
・
３
％
、
他
会
計
補

助
金
が
3.6
％
と
な
っ
て
お
り
、

補
て
ん
財
源
が
12
・
２
％
と

な
り
ま
す
。

 
歳  
出

９
億
１
，
２
２
５
万
１
千
円

　
収
益
的
収
支
の
歳
出
は
、

医
業
費
用
が
92
・
８
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
医
業
費
用
の

中
に
は
、
職
員
の
給
与
費
、

診
療
に
要
す
る
材
料
費
、
施

設
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の

経
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
が

配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

歳  

出

１
億
８
，
６
０
０
万
円

　
資
本
的
収
支
の
歳
出
は
、

建
設
改
良
費
が
70
・
８
％
、

企
業
債
償
還
金
が
29
・
２
％

と
な
り
ま
す
。
建
設
改
良
費

の
中
に
は
除
細
動
装
置
や
人

工
呼
吸
器
と
い
っ
た
医
療
機

器
購
入
費
や
、
病
棟
の
空
調

設
備
の
工
事
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※

資
本
的
収
支
の
歳
出
に
対
す
る
不

足
額
２
，
２
７
０
万
４
千
円
は
補
て

ん
財
源
（
内
部
留
保
資
金
な
ど
）
で

補
て
ん
し
ま
す
。

収益的収支
歳 入

資本的収支
歳 入

資本的収支
歳 出

収益的収支
歳 出

和水町立病院事業会計予算

令和２年度
和水町立病院
事 業 会 計

予 算
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消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

１歳６カ月児健診
H30年７月・８月生
午後１時30分～　健康管理センター

１歳６カ月児健診
H30年９月・10月生
午後１時30分～　健康管理センター

補聴器相談
午前９時～正午
福祉センター

３歳児健診
H28年９月・10月生
午後１時30分～
健康管理センター

無料法律相談
午前10時～正午
福祉センター

木 金 土

１ ２

７ ８ ９

14 15 16

21 22 23

28 29 30

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ひろばの日 自由にご利用くださいひ

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ひろばの日 自由にご利用くださいひ

ひろばの日 自由にご利用くださいひ

英語であそぼう（ジョー先生とピノッキオ）
(午前10時30分～、午後３時～)

ピ

ひろばの日 自由にご利用くださいひ

母の日プレゼント製作ピ

英語であそぼう（ジョー先生とピノッキオ）
(午前10時30分～、午後３時～)

ピ

英語であそぼう（ジョー先生とピノッキオ）
(午前10時30分～、午後３時～)

ピ

出張ひろば （金栗四三生家など）
午前10時集合

ひ

母の日製作
午前10時30分～、午後１時30分～

ひ

英語であそぼ （ジョー先生とひろば）
午前11時～、午後３時～

ひ

英語であそぼ （ジョー先生とひろば）
午前11時～、午後３時～

ひ

マンスリーフォトデー
午前10時～、午後１時～
（誕生祝い　身体測定　昼ご飯OK）

ひ

 問い合わせ先 和水町立病院
☎0968・86・3105

※ 町立病院の休日日直医・宿直医
は、変更になることがありま
す。医師にかかる前に、必ず電
話で問い合わせてください。

日 日直 宿直
5月２日（土） 総合診療 内 科

３日（日） 外 科 外 科

４日（月） 内 科 内 科

５日（火） 総合診療 総合診療

６日（水） 総合診療 外 科

９日（土） 総合診療 外 科

10日（日） 外 科 外 科

16日（土） 総合診療 総合診療

17日（日） 総合診療 外 科

23日（土） 外 科 外 科

24日（日） 外 科 内 科

30日（土） 総合診療 外 科

31日（日） 総合診療 内 科

休日在宅当番医

和水町立病院休日宿直医

日 病　院　名
３日
日

さかき診療所（南関町）
☎0968・53・1125

４日
月

田尻医院（南関町）
☎0968・53・0016

５日
火

田辺クリニック（南関町）
☎0968・53・8211

６日
水

和水クリニック（和水町）
☎0968・86・6001

10日
日

和水町立病院（和水町）
☎0968・86・3105

17日
日

【玉名郡市医師会　休日在宅
当番医療機関　音声案内】
専用連絡先：

☎0968・73・6000
※玉名郡市管内の休日在宅当番
医療機関の住所、電話番号等が
自動音声で流れます。

24日
日

森の里クリニック（和水町）
☎0968・34・2800

31日
日

田尻医院（南関町）
☎0968・53・0016

今月の納期

固定資産税　　　　１期
軽自動車税　　　　全期

６月１日（月）
まで

納期限内に必ず
納めましょう！

人口 出生

9,793 人（前月比 -28） ４人

男性 死亡

4,640 人（前月比 -15）17 人

女性 転入

5,153 人（前月比 -13）57 人
世帯数 転出

3,844 世帯（前月比 ４）72 人

人の動き
令和２年３月末日現在

※外国人を含む統計です。

　
母子健康手帳交付 問い合わせ先

本庁　健康福祉課　保健予防係
☎０９６８・８６・５７２４受付場所

受付日時

●
持
っ
て
く
る
も
の

●
そ
の
他

本庁健康福祉課
毎週金曜日　午前９時～11時

① 妊婦本人のマイナンバーがわかるもの
② 交付届出人の顔写真付きの身分証明書
③ 印鑑
④ 妊娠届出書など妊娠の証明ができる書類（医療機関から受

け取っている場合のみ）
⑤ 上のお子さんの母子健康手帳（第２子以降の子を妊娠して

いる人のみ）

・ 保健、栄養指導を１時間程度実施しますので、時間に余裕
をもってお越しください。

・都合がつかない人は、事前にご相談ください。

５月
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菊水ひまわり園入園式 消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

２カ月児健康相談
R２年１月生　午前９時30分～
保健センター

消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

２カ月児健康相談
R２年２月生　午前９時30分～
保健センター

消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

１歳児健康相談
H31年２月・３月・４月生
R１年５月生　午前９時30分～
保健センター

消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

消費生活相談
午前９時～午後４時
本庁　総務課

こころの相談
午後１時～午後５時
保健センター

日 月 火 水

３憲法記念日 ４みどりの日 ５こどもの日 ６振替休日

10 11 12 13

17 18 19 20

24/31 25 26 27

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ひろばの日 自由にご利用くださいひ

子供服お譲り会（午前10時30分～）ピ

ピノッキオ 自由にご利用くださいピ

ひろばの日 自由にご利用くださいひ
ピノッキオパーク
誕生会（午前10時30分～）（要予約・７日まで）

ピ

ベビーマミー（妊婦さん・０歳児親子）
おんぶ紐大集合！活用法トーク

ピ

ピノッキオパーク
歯の健康講話（歯科の先生より）
芋の苗植え（午前10時～）

ピ

ピノッキオパーク
フッ素塗布
虫歯予防人形劇（午前10時～）

ピ
おやつについて考えよう
午前10時30分～

ひ

コロナウイルスの
影響で、子育てひ
ろばや子育て支援
センターを閉鎖す
るときは、町ホーム
ページや防災無線
でお知らせします。

　問い合わせ先

　■消費生活相談　　　　　　　　本庁総務課総務係　　　　　　　　☎0968・86・5720
　■乳幼児健診・健康相談　　　　本庁健康福祉課保健予防係　　　　☎0968・86・5724
　■こころの相談　　　　　　　　本庁健康福祉課障がい福祉係　　　☎0968・86・5724
　■補聴器相談・法律相談　　　　和水町社会福祉協議会　　　　　　☎0968・34・2366

子育てひろば ピ ピノッキオひ

ピノッキオでは、「親子の交流」「子育
て相談」「子育ての情報提供」「子育て
サークル支援」などを通して仲間つく
りや子育てのサポートを行っています。
開設日 毎週月曜～金曜

開 設
時 間

午前９時～正午、
午後１時30分～４時
イベントの日の午後から
もご利用ください。

利用料 無料
利
用

で
き
る
人

・未就園児とその保護者
・妊婦
・子育て支援に携わる人

ピノッキオ
基 本
事 業

①親子の交流　②育児相談　
③情報提供　　④子育て講座・講習

開設日 毎週　火・木・金

開 設
時 間 午前10時～正午、午後１時～４時

利用料 無料

利
用
で
き
る
人

０歳から就学前の子どもとその保護者・妊婦・子育て支援に
携わる人おじいちゃん、おばあちゃんとの利用も大歓迎です。
※ 原則として、和水町在住および町内に勤務する人が利用できます。また、出

産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。
※ 詳しくは「ひろばだより」または、「町のホームページ」をご覧ください。

子育てひろば

問　三加和総合支所内 和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787） 問　菊水ひまわり園内子育て支援センターピノッキオ　☎0968・86・5655
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氏　名 新 旧
課（等）・職名 課（等）・職名

前渕　康彦 社会教育課　課長 社会教育課　課長兼社会教育係長

有働　和明 住民課　課長 住民課　課長兼総務振興係長

鍋島　忠隆 農林振興課　課長補佐兼農業振興係長 商工観光課　課長補佐

新木　　隆 まちづくり推進課　課長補佐兼企業誘致係長 まちづくり推進課　課長補佐兼企画調整係長
（熊本県派遣職員） 

峯田　正樹 まちづくり推進課　課長補佐兼企画調整係長 熊本県総務部財政課参事

伊藤　光弥 住民課　総務振興係長 商工観光課　観光係長

居石　裕臣 商工観光課　観光係長 まちづくり推進課　企業誘致係長

山本　和則 建設課　上下水道係長 総務課　消防交通係長

仲田　賢士 総務課　消防交通係長 農林振興課　農業振興係長

東　　利廣 社会教育課　社会教育係長 建設課　上下水道係長

大村　純子 学校教育課　学校給食　菊水共同仮設調理場　主任調理員 学校教育課　学校給食　菊水共同調理場　主任調理員

菊池　光一 きくすい荘　主任生活相談員 きくすい荘　生活相談員

竹﨑　　祐 きくすい荘　主任介護士 きくすい荘　介護士

岩永　祐治 町立病院　副院長 町立病院　診療部長

牧野　嘉代 町立病院　主任看護師 町立病院　看護師

職員人事異動

海
外
で
戦
死
さ
れ
た

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　
令
和
２
年
度
政
府
主
催
慰
霊
巡
拝
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
肉
親
が
亡
く
な
っ
た

現
地
で
、
慰
霊
・
追
悼
を
行
い
た
い
と

い
う
関
係
遺
族
の
ご
要
望
に
お
こ
た
え

す
る
た
め
の
慰
霊
巡
拝
で
す
。
参
加
ご

希
望
の
人
は
健
康
福
祉
課
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
福
祉
課
　
福
祉
係

　
☎
　
0
9
6
8・８
６・5
7
2
4

社
会
福
祉
の
向
上
の功

績
を
た
た
え
て

　
髙
木
龍
典
さ
ん
（
大
田
黒
）
が
令
和

元
年
度
熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
向
上

に
特
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
人
や
団

体
で
、
真
に
他
の
模
範
と
な
る
も
の
に

対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
が

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
髙
木
さ
ん
は
、

平
成
16
年
か
ら
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
の
役
員
と
し
て
長
年
活
動
し
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。（
髙
木
さ
ん
の
意
向
で
写

真
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
）

氏　名 所属 職名 退職区分

米田宗一郎 きくすい荘 主任介護士 定年退職

牧野美智惠 きくすい荘 主任介護士 定年退職

坂本　　操 きくすい荘 介護士 定年退職

嶋田　弘利 きくすい荘 介護士 普通退職

中村迪沙紀 きくすい荘 介護士 普通退職

中村　園美 町立病院 主任看護師 定年退職

日野　まみ 町立病院 准看護師 普通退職

退職者 新規採用職員

町立病院　看護師

石
いし
川
かわ
　美

み
雪
ゆき

町立病院　看護師

吉
よし
村
むら
　麻

ま
衣
い

町立病院　看護師

深
ふか
川
がわ
　徳
のり
嘉
よし

町立病院　看護師

永
なが
松
まつ
　直
なお
樹
き

町立病院　臨床検査技師

原
はら
　　史

ふみ
恵
え

（係長級以上の役付職員を対象に掲載しています。）

（令和２年３月 31日付）

町からのお知らせ

　
正
し
い
健
康
保
険
の
利
用
に
よ
り
、

健
全
な
健
康
保
険
の
運
用
、
医
療
費
お

よ
び
保
険
料
（
税
）
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
　
税
務
住
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
　
０
９
６
８・８
６・５
７
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す

●
窓
口
で
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
へ
、
専
用
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す
。
無
料
で
写
真
撮
影
も
し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
た
人
に
は
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定

の
支
援
を
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

は
職
員
が
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
　
税
務
住
民
課
　
戸
籍
住
民
係

　
☎
　
０
９
６
８・８
６・５
７
２
３

①集団健診を延期・中止します
　新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を受け、受診者の皆さまの健康・安全面を第一に考慮
し、集団健診を延期・中止することに決定しました。
　５月 17日～ 31日まで実施を予定していたセット健診、選択健診は、全て７月以降に延期します。
　また、６月１日から予定していた町立病院健診（集団健診）は中止します。町立病院健診（集団健診）
をお申し込みの人には、個別健診日程でご案内します。
　なお、詳細については、別途通知しますので、ご確認ください。

住民健診の日程などを変更します 問　健康福祉課　保健予防係
　　☎ 0968・86・5724

④その他
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、各種健診日程などについて更に変更することもあり
ます。随時、情報を提供しますので、ご確認ください。

③託児
　実施しません。

第
三
者
行
為
に
よ
る
医
療
費
は

加
害
者
負
担

　
近
年
、
医
療
技
術
や
医
療
機
器
等
の

発
達
な
ど
に
よ
り
医
療
費
も
右
肩
上
が

り
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者
が

負
担
す
る
保
険
料（
税
）も
同
様
で
、
そ

の
中
に
第
三
者
行
為
（
交
通
事
故
や
他

人
の
飼
い
犬
に
よ
る
咬
傷
、け
ん
か
、
食

中
毒
、
施
設
内
で
の
事
故
な
ど
の
被
害

者
に
責
が
な
い
負
傷
）
に
よ
る
医
療
費

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
本
来
、
第
三
者
に
よ
り
負
傷
を
負
い
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、
加
害

者
が
そ
の
医
療
費
を
負
担
す
る
べ
き
も

の
で
、
被
害
者
お
よ
び
保
険
者
が
負
担

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
被

害
者
が
、
加
害
者
と
の
示
談
を
し
な
い

ま
ま
、
そ
の
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
、

被
害
者
は
、
加
害
者
へ
自
己
負
担
分
の

請
求
を
し
、
保
険
者
負
担
分
を
保
険
者

へ
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
と
保
険

者
へ
、そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
分
が
戻
り
、
加

害
者
が
負
担
し
た
も
の
と
し
て
正
し
い

状
態
に
な
り
ま
す
。（
交
通
事
故
な
ど
の

よ
う
に
保
険
会
社
が
間
に
入
っ
て
い
れ

ば
、
保
険
会
社
が
こ
の
手
続
き
を
行
い

ま
す
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　カ
ー
ド
を

　
　つ
く
ろ
う

健診名 セット健診 選択健診 町立病院健診
医療機関健診

特定健診
後期健診

乳がん検診
子宮頸がん検診

受診券配付時期（目安） 未定 未定 ５月上旬～中旬 ５月中旬～下旬 ６月中旬～下旬

健診実施期間 ７月以降に
延期

７月以降に
延期

【集団健診】
個別健診日程でご案内します。
【個別健診】
　�特定・後期：６月～
※午後の健診になります。

【特定健診】
　６月～９月
【後期健診】
　６月～令和３年 3月

７月～ 12月

②受診券の配付時期・健診実施期間
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氏　名 新 旧
課（等）・職名 課（等）・職名

前渕　康彦 社会教育課　課長 社会教育課　課長兼社会教育係長

有働　和明 住民課　課長 住民課　課長兼総務振興係長

鍋島　忠隆 農林振興課　課長補佐兼農業振興係長 商工観光課　課長補佐

新木　　隆 まちづくり推進課　課長補佐兼企業誘致係長 まちづくり推進課　課長補佐兼企画調整係長
（熊本県派遣職員） 

峯田　正樹 まちづくり推進課　課長補佐兼企画調整係長 熊本県総務部財政課参事

伊藤　光弥 住民課　総務振興係長 商工観光課　観光係長

居石　裕臣 商工観光課　観光係長 まちづくり推進課　企業誘致係長

山本　和則 建設課　上下水道係長 総務課　消防交通係長

仲田　賢士 総務課　消防交通係長 農林振興課　農業振興係長

東　　利廣 社会教育課　社会教育係長 建設課　上下水道係長

大村　純子 学校教育課　学校給食　菊水共同仮設調理場　主任調理員 学校教育課　学校給食　菊水共同調理場　主任調理員

菊池　光一 きくすい荘　主任生活相談員 きくすい荘　生活相談員

竹﨑　　祐 きくすい荘　主任介護士 きくすい荘　介護士

岩永　祐治 町立病院　副院長 町立病院　診療部長

牧野　嘉代 町立病院　主任看護師 町立病院　看護師

職員人事異動

海
外
で
戦
死
さ
れ
た

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　
令
和
２
年
度
政
府
主
催
慰
霊
巡
拝
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
肉
親
が
亡
く
な
っ
た

現
地
で
、
慰
霊
・
追
悼
を
行
い
た
い
と

い
う
関
係
遺
族
の
ご
要
望
に
お
こ
た
え

す
る
た
め
の
慰
霊
巡
拝
で
す
。
参
加
ご

希
望
の
人
は
健
康
福
祉
課
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
福
祉
課
　
福
祉
係

　
☎
　
0
9
6
8・８
６・5
7
2
4

社
会
福
祉
の
向
上
の功

績
を
た
た
え
て

　
髙
木
龍
典
さ
ん
（
大
田
黒
）
が
令
和

元
年
度
熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
向
上

に
特
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
人
や
団

体
で
、
真
に
他
の
模
範
と
な
る
も
の
に

対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
が

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
髙
木
さ
ん
は
、

平
成
16
年
か
ら
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
の
役
員
と
し
て
長
年
活
動
し
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。（
髙
木
さ
ん
の
意
向
で
写

真
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
）

氏　名 所属 職名 退職区分

米田宗一郎 きくすい荘 主任介護士 定年退職

牧野美智惠 きくすい荘 主任介護士 定年退職

坂本　　操 きくすい荘 介護士 定年退職

嶋田　弘利 きくすい荘 介護士 普通退職

中村迪沙紀 きくすい荘 介護士 普通退職

中村　園美 町立病院 主任看護師 定年退職

日野　まみ 町立病院 准看護師 普通退職

退職者 新規採用職員

町立病院　看護師

石
いし
川
かわ
　美

み
雪
ゆき

町立病院　看護師

吉
よし
村
むら
　麻

ま
衣
い

町立病院　看護師

深
ふか
川
がわ
　徳
のり
嘉
よし

町立病院　看護師

永
なが
松
まつ
　直
なお
樹
き

町立病院　臨床検査技師

原
はら
　　史

ふみ
恵
え

（係長級以上の役付職員を対象に掲載しています。）

（令和２年３月 31日付）

町からのお知らせ

　
正
し
い
健
康
保
険
の
利
用
に
よ
り
、

健
全
な
健
康
保
険
の
運
用
、
医
療
費
お

よ
び
保
険
料
（
税
）
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
　
税
務
住
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
　
０
９
６
８・８
６・５
７
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す

●
窓
口
で
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
へ
、
専
用
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す
。
無
料
で
写
真
撮
影
も
し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
た
人
に
は
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定

の
支
援
を
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

は
職
員
が
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
　
税
務
住
民
課
　
戸
籍
住
民
係

　
☎
　
０
９
６
８・８
６・５
７
２
３

①集団健診を延期・中止します
　新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を受け、受診者の皆さまの健康・安全面を第一に考慮
し、集団健診を延期・中止することに決定しました。
　５月 17日～ 31日まで実施を予定していたセット健診、選択健診は、全て７月以降に延期します。
　また、６月１日から予定していた町立病院健診（集団健診）は中止します。町立病院健診（集団健診）
をお申し込みの人には、個別健診日程でご案内します。
　なお、詳細については、別途通知しますので、ご確認ください。

住民健診の日程などを変更します 問　健康福祉課　保健予防係
　　☎ 0968・86・5724

④その他
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、各種健診日程などについて更に変更することもあり
ます。随時、情報を提供しますので、ご確認ください。

③託児
　実施しません。

第
三
者
行
為
に
よ
る
医
療
費
は

加
害
者
負
担

　
近
年
、
医
療
技
術
や
医
療
機
器
等
の

発
達
な
ど
に
よ
り
医
療
費
も
右
肩
上
が

り
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者
が

負
担
す
る
保
険
料（
税
）も
同
様
で
、
そ

の
中
に
第
三
者
行
為
（
交
通
事
故
や
他

人
の
飼
い
犬
に
よ
る
咬
傷
、け
ん
か
、
食

中
毒
、
施
設
内
で
の
事
故
な
ど
の
被
害

者
に
責
が
な
い
負
傷
）
に
よ
る
医
療
費

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
本
来
、
第
三
者
に
よ
り
負
傷
を
負
い
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、
加
害

者
が
そ
の
医
療
費
を
負
担
す
る
べ
き
も

の
で
、
被
害
者
お
よ
び
保
険
者
が
負
担

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
被

害
者
が
、
加
害
者
と
の
示
談
を
し
な
い

ま
ま
、
そ
の
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
、

被
害
者
は
、
加
害
者
へ
自
己
負
担
分
の

請
求
を
し
、
保
険
者
負
担
分
を
保
険
者

へ
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
と
保
険

者
へ
、そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
分
が
戻
り
、
加

害
者
が
負
担
し
た
も
の
と
し
て
正
し
い

状
態
に
な
り
ま
す
。（
交
通
事
故
な
ど
の

よ
う
に
保
険
会
社
が
間
に
入
っ
て
い
れ

ば
、
保
険
会
社
が
こ
の
手
続
き
を
行
い

ま
す
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　カ
ー
ド
を

　
　つ
く
ろ
う

健診名 セット健診 選択健診 町立病院健診
医療機関健診

特定健診
後期健診

乳がん検診
子宮頸がん検診

受診券配付時期（目安） 未定 未定 ５月上旬～中旬 ５月中旬～下旬 ６月中旬～下旬

健診実施期間 ７月以降に
延期

７月以降に
延期

【集団健診】
個別健診日程でご案内します。
【個別健診】
　�特定・後期：６月～
※午後の健診になります。

【特定健診】
　６月～９月
【後期健診】
　６月～令和３年 3月

７月～ 12月

②受診券の配付時期・健診実施期間
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軽
自
動
車
税
種
別
割

納
期
限
日
は
６
月
１
日

　
軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
６
月
１
日
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。
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落
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。
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０
９
６
８・３
４・３
１
１
１

対象　次のいずれかに該当する軽自動車
（1）障がい者が所有し、本人が運転する軽自動車
（2）�障がい者が所有し、障がい者などと生計を一にす

る人（家族）が運転する軽自動車
　　※�ただし、障がい者などの通学・通院・通所・生

業に使用する軽自動車に限ります。
（3）�障がい者が所有し、障がい者のみで構成される世

帯の障がい者のために、通学・通院・通所・生業
で、常時使用する軽自動車

（4）�身体障がい者が 18歳未満の場合、知的障がい者
または精神障がい者の場合、生計を一にする人が
所有する軽自動車

（5）�障がい者のために特別の仕様がなされた軽自動車

減免可能台数　普通車も含め、障がいがある人、一人
につき１台（原付バイクも対象）

軽自動車税種別割の減免 問　税務住民課　町民税係　☎ 0968・86・5723
　　総合支所　　住民課　　☎ 0968・34・3111

手続きに必要なもの
①車検証
②�身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手
帳、戦傷病者手帳
　（令和２年４月１日以前に交付されたものに限ります）
③運転する人の免許証
④マイナンバーカード（個人番号が分かるもの）
⑤印鑑
⑥納税通知書
　※�対象の（2）（3）に該当する場合、①～⑥以外に

使用目的の証明書などが必要です。

受付期間
５月 25日（月）まで

詳しい内容については、お問い合わせください。

障がいの区分 本人が運転する場合 家族運転の場合
視覚障がい １級から３級および４級の１ １級から３級および４級の１
聴覚障がい ２級および３級 ２級および３級
平衡機能・音声機能障がい ３級 ３級（音声機能障害は非該当）
上肢不自由 １級、２級の１および２級の２ １級、２級の１および２級の２
下肢不自由 １級から６級 １級から３級
体幹不自由 １級から３級および５級 １級から３級
心臓・じん蔵・肝臓・呼吸器・ぼうこう・直腸又は小腸機能障がい １級から３級 １級から３級

乳幼児期以前の非進行性脳病変による運動
機能障がい

上肢機能 １級および２級 １級および２級
移動機能 １級から６級 １級から３級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障がい・肝臓機能障がい １級から３級 １級から３級
療育手帳 障害の程度が「A」と記載された人

精神障害者保健福祉手帳 「精神保健および精神障害者福祉に関する法律施行令第６条第
３項」に規定する障害等級が１級の人

　身体などに障がいがある人が積極的に社会活動に参加できるよう、軽自動車税種別割について税制面での
配慮をしています。下記の要件に該当し、期限までに減免申請をした人の軽自動車税種別割を全額免除します。

障がいの程度
※�障がい名が２つ以上の場合は、各々の障がいの程度について等級（程度）が認定されますので、あてはまら
ない場合もあります。

町からのお知らせ
白 石 永松　和葊 岩 尻 増田　富一 板 楠 西 松尾　秀幸
北 原 松本　信哉 志 口 永 坂本　謙司 住 吉 平岡　啓一
鶯 原 塚本　栄二 古 閑 原田　信二 西 口 吉永　継夫
中 原 下津　正男 本 村 甲斐　　清 野 田 牛島　宣雄
牧 野 松野　省三 前 野 藤山　耕一 上 大 田 黒 松尾　可秀
寺 山 小出　正泰 榎 原 渡邊　　覚 下 大 田 黒 黒原　淳一
江 光 寺 井前光太郎 焼 米 船津　五郎 上 津 田 水政　利久
中 路 辻　桂一郎 大 屋 豊後　　力 下 津 田 山口　　剛
馬 場 坂口　幸裕 下 津 原 東 石原　裕一 上 平 野 北原　美吉
皆 行 原 坂本　純雄 下津原菰田 德永　國広 下 平 野 古閑原　力
浦 谷 堀　　佳彰 下 津 原 中 庄山　慶司 上 岩 徳永　博之
立 石 石原　征士 下 津 原 西 福山　一男 中 岩 長谷川　健
大 江 田 堤　　正德 内 田 坂本　浩一 下 岩 中畑　　昇
藤 田 木原　勇一 長 小 田 荒木　　豊 中 林 寺尾　清孝
前 原 前垣　芳郎 下 久 井 原 深草　謙二 東 吉 地 髙木　照光
米 渡 尾 佐海　　輝 上 久 井 原 後藤　和則 下 吉 地 笹渕　重夫
中 央 団 地 髙木　友博 江 栗 戸上　研司 中 吉 地 坂梨　勝也
日 平 木本　孝治 　 門 西川　圭一 上 吉 地 古家修一郎
用 木 田中　　太 上 十 町 堤　　次郎 和 仁 靏　　和明
萩 原 田上　主税 山 十 町 松尾　幹也 中 和 仁 伊藤　博文
蜻 浦 眞柴　裕一 中 十 町 池上　達也 上 和 仁 柿原　　巧
久 米 野 宮野　純男 板 楠 東 鍋島　安葊 開 拓 堤　　藤憲

（敬称略）

区長さんを紹介します

始めてみよう！「お茶の間筋トレ」～vol.23～最終回
　いよいよ、お茶の間筋トレ仕上げの体操です。今月は、多くの筋肉と関節を連動させる全身運動を紹介
します。

Ⅰ　舟こぎ
�①　�右脚を一歩前に出し、前方に傾きながら両腕を下

から振り上げて肩の高さで指先をしっかり伸ばし
て「悪い気」を出します。

②　�体重を後方に移動しながら脇を締めて両腕を引き、
握った拳（こぶし）に力を入れ「良い気」をいっ
ぱいもらいます。

※左脚にかえて、同様の動作をします。

① ②

Ⅱ　股わり
①　�膝とつま先を同方向にして両脚を腰幅よりやや広

く立ち、膝を曲げて姿勢が変わらない位にお尻を
下ろします。

②　�元の姿勢に戻しながら「きゅっ！」と言い、お腹
とお尻を締めます。

※回数は10回を目標に実施してください。

① ②
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務
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☎
　
０
９
６
８・８
６・５
７
２
３

　
　
総
合
支
所
　
住
民
課

　
☎
　
０
９
６
８・３
４・３
１
１
１

対象　次のいずれかに該当する軽自動車
（1）障がい者が所有し、本人が運転する軽自動車
（2）�障がい者が所有し、障がい者などと生計を一にす

る人（家族）が運転する軽自動車
　　※�ただし、障がい者などの通学・通院・通所・生

業に使用する軽自動車に限ります。
（3）�障がい者が所有し、障がい者のみで構成される世

帯の障がい者のために、通学・通院・通所・生業
で、常時使用する軽自動車

（4）�身体障がい者が 18歳未満の場合、知的障がい者
または精神障がい者の場合、生計を一にする人が
所有する軽自動車

（5）�障がい者のために特別の仕様がなされた軽自動車

減免可能台数　普通車も含め、障がいがある人、一人
につき１台（原付バイクも対象）

軽自動車税種別割の減免 問　税務住民課　町民税係　☎ 0968・86・5723
　　総合支所　　住民課　　☎ 0968・34・3111

手続きに必要なもの
①車検証
②�身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手
帳、戦傷病者手帳
　（令和２年４月１日以前に交付されたものに限ります）
③運転する人の免許証
④マイナンバーカード（個人番号が分かるもの）
⑤印鑑
⑥納税通知書
　※�対象の（2）（3）に該当する場合、①～⑥以外に

使用目的の証明書などが必要です。

受付期間
５月 25日（月）まで

詳しい内容については、お問い合わせください。

障がいの区分 本人が運転する場合 家族運転の場合
視覚障がい １級から３級および４級の１ １級から３級および４級の１
聴覚障がい ２級および３級 ２級および３級
平衡機能・音声機能障がい ３級 ３級（音声機能障害は非該当）
上肢不自由 １級、２級の１および２級の２ １級、２級の１および２級の２
下肢不自由 １級から６級 １級から３級
体幹不自由 １級から３級および５級 １級から３級
心臓・じん蔵・肝臓・呼吸器・ぼうこう・直腸又は小腸機能障がい １級から３級 １級から３級

乳幼児期以前の非進行性脳病変による運動
機能障がい

上肢機能 １級および２級 １級および２級
移動機能 １級から６級 １級から３級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障がい・肝臓機能障がい １級から３級 １級から３級
療育手帳 障害の程度が「A」と記載された人

精神障害者保健福祉手帳 「精神保健および精神障害者福祉に関する法律施行令第６条第
３項」に規定する障害等級が１級の人

　身体などに障がいがある人が積極的に社会活動に参加できるよう、軽自動車税種別割について税制面での
配慮をしています。下記の要件に該当し、期限までに減免申請をした人の軽自動車税種別割を全額免除します。

障がいの程度
※�障がい名が２つ以上の場合は、各々の障がいの程度について等級（程度）が認定されますので、あてはまら
ない場合もあります。

町からのお知らせ
白 石 永松　和葊 岩 尻 増田　富一 板 楠 西 松尾　秀幸
北 原 松本　信哉 志 口 永 坂本　謙司 住 吉 平岡　啓一
鶯 原 塚本　栄二 古 閑 原田　信二 西 口 吉永　継夫
中 原 下津　正男 本 村 甲斐　　清 野 田 牛島　宣雄
牧 野 松野　省三 前 野 藤山　耕一 上 大 田 黒 松尾　可秀
寺 山 小出　正泰 榎 原 渡邊　　覚 下 大 田 黒 黒原　淳一
江 光 寺 井前光太郎 焼 米 船津　五郎 上 津 田 水政　利久
中 路 辻　桂一郎 大 屋 豊後　　力 下 津 田 山口　　剛
馬 場 坂口　幸裕 下 津 原 東 石原　裕一 上 平 野 北原　美吉
皆 行 原 坂本　純雄 下津原菰田 德永　國広 下 平 野 古閑原　力
浦 谷 堀　　佳彰 下 津 原 中 庄山　慶司 上 岩 徳永　博之
立 石 石原　征士 下 津 原 西 福山　一男 中 岩 長谷川　健
大 江 田 堤　　正德 内 田 坂本　浩一 下 岩 中畑　　昇
藤 田 木原　勇一 長 小 田 荒木　　豊 中 林 寺尾　清孝
前 原 前垣　芳郎 下 久 井 原 深草　謙二 東 吉 地 髙木　照光
米 渡 尾 佐海　　輝 上 久 井 原 後藤　和則 下 吉 地 笹渕　重夫
中 央 団 地 髙木　友博 江 栗 戸上　研司 中 吉 地 坂梨　勝也
日 平 木本　孝治 　 門 西川　圭一 上 吉 地 古家修一郎
用 木 田中　　太 上 十 町 堤　　次郎 和 仁 靏　　和明
萩 原 田上　主税 山 十 町 松尾　幹也 中 和 仁 伊藤　博文
蜻 浦 眞柴　裕一 中 十 町 池上　達也 上 和 仁 柿原　　巧
久 米 野 宮野　純男 板 楠 東 鍋島　安葊 開 拓 堤　　藤憲

（敬称略）

区長さんを紹介します

始めてみよう！「お茶の間筋トレ」～vol.23～最終回
　いよいよ、お茶の間筋トレ仕上げの体操です。今月は、多くの筋肉と関節を連動させる全身運動を紹介
します。

Ⅰ　舟こぎ
�①　�右脚を一歩前に出し、前方に傾きながら両腕を下

から振り上げて肩の高さで指先をしっかり伸ばし
て「悪い気」を出します。

②　�体重を後方に移動しながら脇を締めて両腕を引き、
握った拳（こぶし）に力を入れ「良い気」をいっ
ぱいもらいます。

※左脚にかえて、同様の動作をします。

① ②

Ⅱ　股わり
①　�膝とつま先を同方向にして両脚を腰幅よりやや広

く立ち、膝を曲げて姿勢が変わらない位にお尻を
下ろします。

②　�元の姿勢に戻しながら「きゅっ！」と言い、お腹
とお尻を締めます。

※回数は10回を目標に実施してください。

① ②
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に
し
た
い
図
案
（
簡
単
な
絵

が
良
い
で
す
。
Ａ
４
用
紙
に
描
い
て

き
て
く
だ
さ
い
。）
②
手
拭
き
タ
オ
ル

受�

付
方
法
　
電
話
で
受
付
。
受
講
希
望

者
が
多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ

　（
長
洲
町
名
石
浜
42
番
地
１
）

　
☎
　
０
９
６
８・７
８・４
４
３
３

公
共
職
業
訓
練
　
７
月
期
生
募
集

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
職
業

訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練
は

も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職
に
結

び
つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。

募
集
科
・
募
集
人
員

　
①
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
（
12
人
）

　
②
機
械
C
A
D
加
工
科
（
15
人
）

　
③
建
設
機
械
科
（
10
人
）

　
④
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

　
⑤
C
A
D
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科

（
女
性
の
み
）（
15
人
）

〇
募
集
期
間
　
５
月
１
日
金
～
５
月
21

日
木

〇
筆
記
試
験
・
面
接
日
　
５
月
29
日
金

〇
入
所
日
　
７
月
１
日
水

〇
訓
練
期
間
　
６
カ
月

〇
必
要
経
費
　
受
講
料
は
無
料
。
教
科

書
代
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
訓
練
に
興
味
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

　
☎
　
０
９
６
８・６
２・８
６
１
０

個
人
向
け
緊
急
貸
付
の
ご
案
内

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
収

入
の
減
少
で
、
生
活
資
金
に
お
悩
み
の

方
々
に
向
け
て
、
無
利
子
で
保
証
人
不

要
の
緊
急
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
収
入
の
減
少
で
、
一
時

的
な
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯
な
ど
で

す
。
最
大
20
万
円
ま
で
の
貸
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
当
初
の
１
年
間
は
返

済
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

問
　
和
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
　
０
９
６
８・３
４・２
３
６
６

人
権
へ
の
配
慮

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た

憶
測
や
う
わ
さ
に
基
づ
く
行
動
は
、
過

度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰
か
を
傷
つ
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇�

ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
を
安
易
に

広
め
な
い

〇�

国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る
正
確
な

情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、
行
動
を
す
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

情
報
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
０
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

　
令
和
２
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
運
動

ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
活
動
を
行
う
人

（
４
人
以
上
）
で
加
入
で
き
ま
す
。
万
一

の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
加
入
区
分
、
掛
金
、
補
償
額

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
公
益
財
団
法
人
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　
保
険
熊
本
県
支
部

　
☎
　
０
９
６・２
１
３・９
０
１
５

農
家
な
ど
へ
の
金
融
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
て
、
収
入
が
減
少
し
て

くらしの情報
い
る
農
林
漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

県
独
自
の
「
緊
急
支
援
資
金
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

・�

借
入
限
度
額
１
千
万
円

・�

返
済
期
間
は
最
大
10
年
間
で
当
初
３

年
間
は
返
済
不
要

・
保
証
料
不
要

・
５
年
間
無
利
子

　
※
融
資
に
は
金
融
機
関
の
審
査
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
利
用
が
可

能
で
す
。
詳
細
は
日
本
政
策
金
融
公
庫

熊
本
支
店（
☎
０
９
６・３
５
３・３
１
０
４
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
県
団
体
支
援
課

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
７
１

中
小
企
業
者
向
け
県
制
度
融
資

　
熊
本
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
売
上
が
減
少
し
て

い
る
中
小
企
業
者
の
方
向
け
の
融
資
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
詳
細

は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
融
資
の
申
込
や
相
談
は
、
お

近
く
の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
中
小

企
業
団
体
中
央
会
、
取
扱
金
融
機
関
へ

（
融
資
に
は
金
融
機
関
お
よ
び
信
用
保

証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
）。

問
　
県
商
工
振
興
金
融
課

　
☎
　
０
９
６・３
８
３・２
３
１
４

熊
本
県
産
花
き
消
費
拡
大
の
お
願
い

　
熊
本
県
は
、
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
が
全

国
１
位
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
が
全
国
２

位
の
出
荷
量
を
誇
る
花
の
産
地
で
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
縮

小
・
中
止
な
ど
が
相
次
い
で
お
り
、
花

の
需
要
が
例
年
に
比
べ
大
幅
に
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
花
は
見
る
人
の
心
を
癒

し
て
く
れ
る
「
心
の
栄
養
源
」
で
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
職
場
や
自
宅

に
花
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
県
農
産
園
芸
課

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
９
２

熊
本
県
産
農
林
水
産
物
の

　
　
　
　
　
消
費
拡
大
の
お
願
い

　
熊
本
県
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
す
い
か
や
く
ま
も
と
あ
か
牛
、
マ

ダ
イ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
林
水
産
物

の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
自
粛
が
相

次
ぎ
、
外
出
も
控
え
気
味
に
な
っ
て
い

る
今
、
ご
家
庭
で
お
い
し
い
熊
本
の
農

林
水
産
物
を
使
っ
た
食
事
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
栄
養
満
点
の
食
事
で
、

免
疫
力
も
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
　
県
農
林
水
産
政
策
課

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
６
４

ト
マ
ト
類
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

　
玉
名
管
内
で
、
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
が
多

発
す
る
と
ト
マ
ト
の
栽
培
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の

撲
滅
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
２

点
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
栽
培
終
了
後
は
、
７
月
12
日
ま
で

に
株
の
す
き
込
み
と
ハ
ウ
ス
の
蒸
し
込

み
（
密
閉
）
を
実
施

　
②
定
植
は
、
天
井
被
覆
フ
ィ
ル
ム
、

防
虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
８
月
15
日
以

降
に
実
施

〇
一
般
の
家
庭
菜
園
を
し
て
い
る
人
へ

　
一
般
の
家
庭
菜
園
で
も
、
ト
マ
ト
黄

化
葉
巻
病
の
発
病
株
を
放
置
し
て
お
く

と
、
他
の
ト
マ
ト
に
次
々
に
伝
染
し
て

い
き
ま
す
。
発
病
株
を
見
つ
け
た
ら
直

ち
に
抜
き
取
り
、
土
中
に
埋
め
る
か
、

肥
料
袋
な
ど
に
入
れ
、
密
閉
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ト
マ
ト
以
外
の
作
物

　
ナ
ス
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
オ
ク
ラ
な
ど

他
の
作
物
に
お
い
て
も
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

の
防
除
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
玉
名
地
域
緊
急
病
害
虫
防
除
対
策

会
議
事
務
局

　
☎
　
０
９
６
８・７
４・２
１
９
３

　�

玉
名
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興

課
野
菜
産
地
づ
く
り
支
援
班

│広報なごみ│2020 May│16



募
　
集

お
知
ら
せ

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
受
講
者
募
集

と
き
　
５
月
27
日
水
　
　

　
　
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ

講
座
名
　
ガ
ラ
ス
カ
レ
ッ
ト
の
砂
絵

講
師
名
　
職
員

募
集
人
員
　
10
人

募
集
期
間
　
電
話
受
付

　
５
月
１
日
金
～
５
月
20
日
水

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

抽
選
日
　
５
月
22
日
金
　
午
前
10
時

　（
希
望
者
多
数
の
場
合
）

準
備
す
る
も
の

　�

①
砂
絵
に
し
た
い
図
案
（
簡
単
な
絵

が
良
い
で
す
。
Ａ
４
用
紙
に
描
い
て

き
て
く
だ
さ
い
。）
②
手
拭
き
タ
オ
ル

受�

付
方
法
　
電
話
で
受
付
。
受
講
希
望

者
が
多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ

　（
長
洲
町
名
石
浜
42
番
地
１
）

　
☎
　
０
９
６
８・７
８・４
４
３
３

公
共
職
業
訓
練
　
７
月
期
生
募
集

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
職
業

訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練
は

も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職
に
結

び
つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。

募
集
科
・
募
集
人
員

　
①
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
（
12
人
）

　
②
機
械
C
A
D
加
工
科
（
15
人
）

　
③
建
設
機
械
科
（
10
人
）

　
④
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

　
⑤
C
A
D
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科

（
女
性
の
み
）（
15
人
）

〇
募
集
期
間
　
５
月
１
日
金
～
５
月
21

日
木

〇
筆
記
試
験
・
面
接
日
　
５
月
29
日
金

〇
入
所
日
　
７
月
１
日
水

〇
訓
練
期
間
　
６
カ
月

〇
必
要
経
費
　
受
講
料
は
無
料
。
教
科

書
代
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
訓
練
に
興
味
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

　
☎
　
０
９
６
８・６
２・８
６
１
０

個
人
向
け
緊
急
貸
付
の
ご
案
内

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
収

入
の
減
少
で
、
生
活
資
金
に
お
悩
み
の

方
々
に
向
け
て
、
無
利
子
で
保
証
人
不

要
の
緊
急
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
収
入
の
減
少
で
、
一
時

的
な
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯
な
ど
で

す
。
最
大
20
万
円
ま
で
の
貸
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
当
初
の
１
年
間
は
返

済
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

問
　
和
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
　
０
９
６
８・３
４・２
３
６
６

人
権
へ
の
配
慮

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た

憶
測
や
う
わ
さ
に
基
づ
く
行
動
は
、
過

度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰
か
を
傷
つ
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇�

ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
を
安
易
に

広
め
な
い

〇�

国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る
正
確
な

情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、
行
動
を
す
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

情
報
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
０
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

　
令
和
２
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
運
動

ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
活
動
を
行
う
人

（
４
人
以
上
）
で
加
入
で
き
ま
す
。
万
一

の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
加
入
区
分
、
掛
金
、
補
償
額

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
公
益
財
団
法
人
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　
保
険
熊
本
県
支
部

　
☎
　
０
９
６・２
１
３・９
０
１
５

農
家
な
ど
へ
の
金
融
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
て
、
収
入
が
減
少
し
て

くらしの情報
い
る
農
林
漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

県
独
自
の
「
緊
急
支
援
資
金
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

・�

借
入
限
度
額
１
千
万
円

・�

返
済
期
間
は
最
大
10
年
間
で
当
初
３

年
間
は
返
済
不
要

・
保
証
料
不
要

・
５
年
間
無
利
子

　
※
融
資
に
は
金
融
機
関
の
審
査
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
利
用
が
可

能
で
す
。
詳
細
は
日
本
政
策
金
融
公
庫

熊
本
支
店（
☎
０
９
６・３
５
３・３
１
０
４
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
県
団
体
支
援
課

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
７
１

中
小
企
業
者
向
け
県
制
度
融
資

　
熊
本
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
売
上
が
減
少
し
て

い
る
中
小
企
業
者
の
方
向
け
の
融
資
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
詳
細

は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
融
資
の
申
込
や
相
談
は
、
お

近
く
の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
中
小

企
業
団
体
中
央
会
、
取
扱
金
融
機
関
へ

（
融
資
に
は
金
融
機
関
お
よ
び
信
用
保

証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
）。

問
　
県
商
工
振
興
金
融
課

　
☎
　
０
９
６・３
８
３・２
３
１
４

熊
本
県
産
花
き
消
費
拡
大
の
お
願
い

　
熊
本
県
は
、
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
が
全

国
１
位
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
が
全
国
２

位
の
出
荷
量
を
誇
る
花
の
産
地
で
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
縮

小
・
中
止
な
ど
が
相
次
い
で
お
り
、
花

の
需
要
が
例
年
に
比
べ
大
幅
に
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
花
は
見
る
人
の
心
を
癒

し
て
く
れ
る
「
心
の
栄
養
源
」
で
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
職
場
や
自
宅

に
花
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
県
農
産
園
芸
課

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
９
２

熊
本
県
産
農
林
水
産
物
の

　
　
　
　
　
消
費
拡
大
の
お
願
い

　
熊
本
県
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
す
い
か
や
く
ま
も
と
あ
か
牛
、
マ

ダ
イ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
林
水
産
物

の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
自
粛
が
相

次
ぎ
、
外
出
も
控
え
気
味
に
な
っ
て
い

る
今
、
ご
家
庭
で
お
い
し
い
熊
本
の
農

林
水
産
物
を
使
っ
た
食
事
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
栄
養
満
点
の
食
事
で
、

免
疫
力
も
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
　
県
農
林
水
産
政
策
課

　
☎
　
０
９
６・３
３
３・２
３
６
４

ト
マ
ト
類
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

　
玉
名
管
内
で
、
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
が
多

発
す
る
と
ト
マ
ト
の
栽
培
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の

撲
滅
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
２

点
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
栽
培
終
了
後
は
、
７
月
12
日
ま
で

に
株
の
す
き
込
み
と
ハ
ウ
ス
の
蒸
し
込

み
（
密
閉
）
を
実
施

　
②
定
植
は
、
天
井
被
覆
フ
ィ
ル
ム
、

防
虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
８
月
15
日
以

降
に
実
施

〇
一
般
の
家
庭
菜
園
を
し
て
い
る
人
へ

　
一
般
の
家
庭
菜
園
で
も
、
ト
マ
ト
黄

化
葉
巻
病
の
発
病
株
を
放
置
し
て
お
く

と
、
他
の
ト
マ
ト
に
次
々
に
伝
染
し
て

い
き
ま
す
。
発
病
株
を
見
つ
け
た
ら
直

ち
に
抜
き
取
り
、
土
中
に
埋
め
る
か
、

肥
料
袋
な
ど
に
入
れ
、
密
閉
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ト
マ
ト
以
外
の
作
物

　
ナ
ス
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
オ
ク
ラ
な
ど

他
の
作
物
に
お
い
て
も
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

の
防
除
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
玉
名
地
域
緊
急
病
害
虫
防
除
対
策

会
議
事
務
局

　
☎
　
０
９
６
８・７
４・２
１
９
３

　�

玉
名
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興

課
野
菜
産
地
づ
く
り
支
援
班
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菊
水
短
歌
会

故ふ
る
さ
と国

の
山
々
遙
か
望
み
つ
つ����

　
と
ど
ま
る
ひ
と
月
遠
き
日
の
海う

み上

�

池
田
た
か
お

淋
し
さ
の
果
て
ま
で
ゆ
き
て
帰
ら
む
や

　
海
お
ぼ
お
ぼ
と
暮
れ
て
潮
鳴
る

�

東
　
左
千
子

ク
ル
ー
ズ
船
ウ
イ
ル
ス
つ
れ
て
大
騒
ぎ

　
あ
の
海
こ
の
海
請
う
終
息
を

�

荒
木
　
智
子

思
い
出
す
幼
き
頃
の
冬
の
海

　
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
光
る
漁
火

�
石
山
　
幸
子

こ
の
道
は
ど
こ
ま
で
続
く
登
り
坂

　
折
返
し
な
し
の
運
命
の
道

�

坂
本
　
竹
子

祖
母
の
叱こ

ご
と言

す
な
お
に
耐
え
て
来
し
道
よ

　
八
十
路
の
幸
に
遠
き
日
を
謝
す

�

阪
野
　
章
子

令
和
二
年
九
十
路
い
か
に
歩
み
な
む

　
穏
や
か
に
踏
み
し
む
残
生
の
道

�

坂
口
志
げ
子

か
な
し
き
原
俳
句
会

花は
な

筵む
し
ろ

一
枚
も
見
ず
終
は
る
な
り�

康
子

縺も
つ

れ
舞
ふ
黄
蝶
眩
し
き
朝あ
し
た

か
な�

弘
子

休
日
に
聞
く
鶯
の
谷
渡
り�

�

誠
一

潮
騒
の
き
こ
ゑ
て
き
た
る
石あ

お
さ蓴
汁�

貞
子

石
垣
の
苔
に
桜
の
散
り
か
か
る�

明

折
々
の
風
に
落
花
の
慰
霊
塔��

し
ん
子

天
日
の
ひ
か
り
満
ち
ゆ
く
紫
木
蓮�

淑
乃

菊
水
俳
句
会

雲
間
よ
り
こ
ぼ
る
る
日
差
し
花
す
み
れ

永
田
　
紘
彦

慰い

霊れ
い
祭さ
い
桜
の
下
で
マ
ス
ク
か
け

原
　
香
代
子

夭よ
う
せ
つ折

の
義あ

ね姉
植
え
し
と
か
桜
咲
く池

田
　
松
子

余よ

生せ
い
な
ほ
な
す
こ
と
多
し
日ひ

脚あ
し
の
ぶ

中
山
ミ
サ
ト

学
び
舎や

を
卒
業
み
ん
な
深
マ
ス
ク宮

中
　
康
雄

肥
後
狂
句

今
も
昔
も
　
よ
か
ラ
イ
バ
ル
は
嫁
姑

�

石
原
か
わ
せ
み

今
も
昔
も
　
政
治
の
世
界
や
み
だ
ら
け

�

髙
木
せ
い
や

男
の
く
せ
に
　
一
滴
も
酒
飲
ま
っ
さ
ん

�

井
上
り
ん
ど
う

め
か
し
込
み
　
野
良
着
脱
が
す
と
見
違
え
る

�

池
田
　
　
茜

め
ず
ら
し
さ
　
偶
に
や
良
か
こ
つ
い
い
な
は
る

�
二
瀬
　
桔
梗

御
馳
走
　
腹
八
分
で
は
お
さ
ま
ら
ん

�

後
藤
　
撫
子

御
馳
走
　
嫁
と
姑
と
の
腕
く
ら
べ

�

瀬
上
　
歌
子

困
っ
た
　
ど
ち
ら
の
義
理
も
は
ず
さ
れ
ん

�

庄
山
　
道
草

田
舎
道
　
鼻
歌
で
ま
す
散
歩
道

�

福
永
す
み
れ

開館午前９時～午後10時（年末年始除く）　　１回につき１人５冊まで、２週間借りることができます。

　今月は、新聞連載中の本とテレビで紹介された本を紹介しています。
　コロナウイルスの流行で、オリンピックやいろいろなイベントが中止・延期になり、大変な年になりましたね！
早く落ち着いてくれることを祈るばかりです。外出自粛が騒がれている今こそ、ゆっくり家で読書を楽しんでみま
せんか。

「発達障害の暮らし日記」
著者：森山　和泉

�　発達障害にはいろいろな特
徴があります。どんな特性を
持ち、どう向き合っていけば
いいのでしょうか。双子の子
育ての体験を基に、マンガと
エッセーで分かりやすく伝え
ています。�
（熊日新聞に連載中です。）

「�自分で作る�
ありがとうファイル」

編者：財前　直見

�　自分にとって必要な情報や
レシピ、これからやりたいこ
と、もしもの時の希望、あり
がとうの言葉、家族みんなの
ことが書いてある大切なファ
イルを作りました。いろいろ
な事を思い返しながらオリジ
ナルのファイルを作ってみま
せんか。

和水町公民館図書室だより 問　中央公民館図書室　　　☎0968・86・2022
　　三加和公民館図書室　　☎0968・34・3047

文芸広場田中城にまつわる話
「和仁人鬼親宗は生きていた？」

旬のものを
簡単アレンジ　�「豆まめスープ」

問　健康福祉課　保健予防係
　　☎　0968・86・5724

問　社会教育課　文化係
　　☎0968・34・3047　

１
５
８
７
（
天
正
15
）
年
に
肥
後
の
支
配

を
任
さ
れ
た
佐
々
成
政
の
検
地
に
対
抗
し

て
、
隈
部
氏
が
反
旗
を
翻
し
た
の
が
肥
後
国

衆
一
揆
の
始
ま
り
で
す
。
和
仁
氏
も
隈
部
氏

に
賛
同
し
て
田
中
城
に
籠
城
し
、
38
日
に
及

ぶ
攻
防
戦
の
末
、
内
部
の
裏
切
り
に
よ
り
同

年
12
月
５
日
に
落
城
し
ま
し
た
。

同
年
12
月
27
日
付
の『
豊
臣
秀
吉
直
書
』

（
小
早
川
家
文
書
之
一
）
で
は
、
和
仁
・
辺

春
氏
一
族
は
こ
と
ご
と
く
討
ち
果
た
さ
れ
、

和
仁
・
辺
春
一
類
四
人
の
首
が
送
ら
れ
て
き

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、「
和
仁
・
辺
春
一
類
四
人
」
は
和
仁

三
兄
弟
「
親
実
（
ち
か
ざ
ね
）、
親
範
（
ち

か
の
り
）、
親
宗
（
ち
か
む
ね
）」
と
姉
婿
の

辺
春
親
行
（
へ
ば
る
ち
か
ゆ
き
）
の
首
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

玉
名
郡
南
関
町
大
字
今
字
増
永
に
「
田
副

家
御
先
祖
さ
ん
」
と
い
う
石
祠
が
あ
り
ま

す
。
石
祠
の
内
側
に
は
、
和
仁
人
鬼
親
宗
の

子
孫
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
の
名
前
や
田
中
城

が
落
城
し
た
日
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
明
治
28
年
４
月
吉
日
、
十
代
孫
の
田

副
常
太
郎
創
立
」
と
あ
り
、
代
々
、
田
副
家

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
、
常
太
郎
氏

が
先
祖
の
霊
を
敬
い
、
ま
た
後
世
に
受
け
継

ぐ
た
め
に
造
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、『
田
副
家
文
書
』（
１
８
５
５
（
安
政
２
）

年
記
述
）で
は
、「
先
祖
和
仁
田
中
城
の
城
主

也
」
の
題
名
で
、
和
仁
氏
が
田
中
城
に
籠
城

し
て
戦
っ
た
よ
う
す
な
ど
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
親
実
は
殺
さ
れ
、
親
範
は
自

害
し
、
親
宗
の
生
死
は
不
明
と
の
記
載
も
見

ら
れ
ま
す
。

田
中
城
が
天
正
15
年
に
落
城
し
て
、

２
６
８
年
後
の
安
政
２
年
に
書
か
れ
た
『
田

副
家
文
書
』と
明
治
28
年
に
建
立
さ
れ
た
石

祠
か
ら
み
て
、
一
揆
と
は
時
代
差
が
あ
り
記

載
内
容
の
信
憑
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し

か
し
た
ら
和
仁
人
鬼
親
宗
は
生
き
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

[材料（４人分量）]
枝豆･･･････････････････ 120ｇ
豆乳･･･････････････････ 340ｇ
玉ねぎ･･･････････････････80ｇ
マーガリン･･･････････････ ８ｇ
小麦粉･･･････････････ 小さじ２
固形ブイヨン･････････････ ８ｇ
塩・こしょう･･･････････ 各少量

[作り方]
①･･枝豆は沸騰した鍋にやわらかくゆでて水気
を切っておきます。玉ねぎは薄くスライス
します。

②･･鍋にマーガリンを溶かして玉ねぎを炒めま
す。小麦粉を振り入れながらさらに炒め、
水１カップとブイヨンを加えて煮立てます。

③･･豆乳を加え混ぜて温め、塩とこしょうで味
を調えます。器に盛り、枝豆を散らします。

ひとくちメモ＆栄養コメント

健康な成人１日当たり豆・豆製品で摂取していただきたい量が、この１品で摂取できます。

和仁三兄弟の石像（人鬼親宗は左の立像）

│広報なごみ│2020 May│18



菊
水
短
歌
会

故ふ
る
さ
と国

の
山
々
遙
か
望
み
つ
つ����

　
と
ど
ま
る
ひ
と
月
遠
き
日
の
海う

み上

�

池
田
た
か
お

淋
し
さ
の
果
て
ま
で
ゆ
き
て
帰
ら
む
や

　
海
お
ぼ
お
ぼ
と
暮
れ
て
潮
鳴
る

�

東
　
左
千
子

ク
ル
ー
ズ
船
ウ
イ
ル
ス
つ
れ
て
大
騒
ぎ

　
あ
の
海
こ
の
海
請
う
終
息
を

�

荒
木
　
智
子

思
い
出
す
幼
き
頃
の
冬
の
海

　
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
光
る
漁
火

�

石
山
　
幸
子

こ
の
道
は
ど
こ
ま
で
続
く
登
り
坂

　
折
返
し
な
し
の
運
命
の
道

�

坂
本
　
竹
子

祖
母
の
叱こ

ご
と言

す
な
お
に
耐
え
て
来
し
道
よ

　
八
十
路
の
幸
に
遠
き
日
を
謝
す

�

阪
野
　
章
子

令
和
二
年
九
十
路
い
か
に
歩
み
な
む

　
穏
や
か
に
踏
み
し
む
残
生
の
道

�

坂
口
志
げ
子

か
な
し
き
原
俳
句
会

花は
な

筵む
し
ろ

一
枚
も
見
ず
終
は
る
な
り�

康
子

縺も
つ

れ
舞
ふ
黄
蝶
眩
し
き
朝あ
し
た

か
な�

弘
子

休
日
に
聞
く
鶯
の
谷
渡
り�

�

誠
一

潮
騒
の
き
こ
ゑ
て
き
た
る
石あ

お
さ蓴
汁�

貞
子

石
垣
の
苔
に
桜
の
散
り
か
か
る�

明

折
々
の
風
に
落
花
の
慰
霊
塔��

し
ん
子

天
日
の
ひ
か
り
満
ち
ゆ
く
紫
木
蓮�

淑
乃

菊
水
俳
句
会

雲
間
よ
り
こ
ぼ
る
る
日
差
し
花
す
み
れ

永
田
　
紘
彦

慰い

霊れ
い

祭さ
い

桜
の
下
で
マ
ス
ク
か
け

原
　
香
代
子

夭よ
う
せ
つ折

の
義あ

ね姉
植
え
し
と
か
桜
咲
く池

田
　
松
子

余よ

生せ
い
な
ほ
な
す
こ
と
多
し
日ひ

脚あ
し
の
ぶ

中
山
ミ
サ
ト

学
び
舎や

を
卒
業
み
ん
な
深
マ
ス
ク宮

中
　
康
雄

肥
後
狂
句

今
も
昔
も
　
よ
か
ラ
イ
バ
ル
は
嫁
姑

�

石
原
か
わ
せ
み

今
も
昔
も
　
政
治
の
世
界
や
み
だ
ら
け

�

髙
木
せ
い
や

男
の
く
せ
に
　
一
滴
も
酒
飲
ま
っ
さ
ん

�

井
上
り
ん
ど
う

め
か
し
込
み
　
野
良
着
脱
が
す
と
見
違
え
る

�

池
田
　
　
茜

め
ず
ら
し
さ
　
偶
に
や
良
か
こ
つ
い
い
な
は
る

�

二
瀬
　
桔
梗

御
馳
走
　
腹
八
分
で
は
お
さ
ま
ら
ん

�

後
藤
　
撫
子

御
馳
走
　
嫁
と
姑
と
の
腕
く
ら
べ

�

瀬
上
　
歌
子

困
っ
た
　
ど
ち
ら
の
義
理
も
は
ず
さ
れ
ん

�

庄
山
　
道
草

田
舎
道
　
鼻
歌
で
ま
す
散
歩
道

�

福
永
す
み
れ

開館午前９時～午後10時（年末年始除く）　　１回につき１人５冊まで、２週間借りることができます。

　今月は、新聞連載中の本とテレビで紹介された本を紹介しています。
　コロナウイルスの流行で、オリンピックやいろいろなイベントが中止・延期になり、大変な年になりましたね！
早く落ち着いてくれることを祈るばかりです。外出自粛が騒がれている今こそ、ゆっくり家で読書を楽しんでみま
せんか。

「発達障害の暮らし日記」
著者：森山　和泉

�　発達障害にはいろいろな特
徴があります。どんな特性を
持ち、どう向き合っていけば
いいのでしょうか。双子の子
育ての体験を基に、マンガと
エッセーで分かりやすく伝え
ています。�
（熊日新聞に連載中です。）

「�自分で作る�
ありがとうファイル」

編者：財前　直見

�　自分にとって必要な情報や
レシピ、これからやりたいこ
と、もしもの時の希望、あり
がとうの言葉、家族みんなの
ことが書いてある大切なファ
イルを作りました。いろいろ
な事を思い返しながらオリジ
ナルのファイルを作ってみま
せんか。

和水町公民館図書室だより 問　中央公民館図書室　　　☎0968・86・2022
　　三加和公民館図書室　　☎0968・34・3047

文芸広場田中城にまつわる話
「和仁人鬼親宗は生きていた？」

旬のものを
簡単アレンジ　�「豆まめスープ」

問　健康福祉課　保健予防係
　　☎　0968・86・5724

問　社会教育課　文化係
　　☎0968・34・3047　

１
５
８
７
（
天
正
15
）
年
に
肥
後
の
支
配

を
任
さ
れ
た
佐
々
成
政
の
検
地
に
対
抗
し

て
、
隈
部
氏
が
反
旗
を
翻
し
た
の
が
肥
後
国

衆
一
揆
の
始
ま
り
で
す
。
和
仁
氏
も
隈
部
氏

に
賛
同
し
て
田
中
城
に
籠
城
し
、
38
日
に
及

ぶ
攻
防
戦
の
末
、
内
部
の
裏
切
り
に
よ
り
同

年
12
月
５
日
に
落
城
し
ま
し
た
。

同
年
12
月
27
日
付
の『
豊
臣
秀
吉
直
書
』

（
小
早
川
家
文
書
之
一
）
で
は
、
和
仁
・
辺

春
氏
一
族
は
こ
と
ご
と
く
討
ち
果
た
さ
れ
、

和
仁
・
辺
春
一
類
四
人
の
首
が
送
ら
れ
て
き

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、「
和
仁
・
辺
春
一
類
四
人
」
は
和
仁

三
兄
弟
「
親
実
（
ち
か
ざ
ね
）、
親
範
（
ち

か
の
り
）、
親
宗
（
ち
か
む
ね
）」
と
姉
婿
の

辺
春
親
行
（
へ
ば
る
ち
か
ゆ
き
）
の
首
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

玉
名
郡
南
関
町
大
字
今
字
増
永
に
「
田
副

家
御
先
祖
さ
ん
」
と
い
う
石
祠
が
あ
り
ま

す
。
石
祠
の
内
側
に
は
、
和
仁
人
鬼
親
宗
の

子
孫
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
の
名
前
や
田
中
城

が
落
城
し
た
日
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
明
治
28
年
４
月
吉
日
、
十
代
孫
の
田

副
常
太
郎
創
立
」
と
あ
り
、
代
々
、
田
副
家

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
、
常
太
郎
氏

が
先
祖
の
霊
を
敬
い
、
ま
た
後
世
に
受
け
継

ぐ
た
め
に
造
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、『
田
副
家
文
書
』（
１
８
５
５
（
安
政
２
）

年
記
述
）で
は
、「
先
祖
和
仁
田
中
城
の
城
主

也
」
の
題
名
で
、
和
仁
氏
が
田
中
城
に
籠
城

し
て
戦
っ
た
よ
う
す
な
ど
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
親
実
は
殺
さ
れ
、
親
範
は
自

害
し
、
親
宗
の
生
死
は
不
明
と
の
記
載
も
見

ら
れ
ま
す
。

田
中
城
が
天
正
15
年
に
落
城
し
て
、

２
６
８
年
後
の
安
政
２
年
に
書
か
れ
た
『
田

副
家
文
書
』と
明
治
28
年
に
建
立
さ
れ
た
石

祠
か
ら
み
て
、
一
揆
と
は
時
代
差
が
あ
り
記

載
内
容
の
信
憑
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し

か
し
た
ら
和
仁
人
鬼
親
宗
は
生
き
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

[材料（４人分量）]
枝豆･･･････････････････ 120ｇ
豆乳･･･････････････････ 340ｇ
玉ねぎ･･･････････････････80ｇ
マーガリン･･･････････････ ８ｇ
小麦粉･･･････････････ 小さじ２
固形ブイヨン･････････････ ８ｇ
塩・こしょう･･･････････ 各少量

[作り方]
①･･枝豆は沸騰した鍋にやわらかくゆでて水気
を切っておきます。玉ねぎは薄くスライス
します。

②･･鍋にマーガリンを溶かして玉ねぎを炒めま
す。小麦粉を振り入れながらさらに炒め、
水１カップとブイヨンを加えて煮立てます。

③･･豆乳を加え混ぜて温め、塩とこしょうで味
を調えます。器に盛り、枝豆を散らします。

ひとくちメモ＆栄養コメント

健康な成人１日当たり豆・豆製品で摂取していただきたい量が、この１品で摂取できます。

和仁三兄弟の石像（人鬼親宗は左の立像）
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第62回小学生・中学生全国空手道選手権大会 ２年連続出場

　菊水中学校２年生。日本空手協会玉名支部（築山空手道場松濤館流）
所属。空手歴６年、初段。小学生のときに空手を始める。楽しいと
思う瞬間は、形がきれいに決まったとき。二段を取ることが目標。
昨年の全国大会では、良い結果が出せなかったので、今年も出場し
て良い結果を残したい。

池田 啓太郎くん
けい    た    ろういけ    だ

しょうとうかんりゅう

協力隊活動記　Vol.30
　こんにちは。和水町地域おこし協力隊の
松下です。
　新年度が始まって１カ月。新型コロナウ
イルスCOVID-19に振り回された新年度
のスタートでしたね。僕も、３月・４月は、
予定されていたイベントのスケジュールが
真っ白になってしまいました。これ以上感
染が広がらないこと、そして、影響が出な
いことを祈るほかありません。
　さて、３月に和水町空家等対策協議会の
会議が開かれ、光栄にも協議会委員の一人
として携わることができました。平成26年
度の空き家の調査結果で、当時、和水町に
は空き家が257戸あったことがわかってい
ます。それから６年が経ち、さらに増えて
いると思います。管理がされていない空き
家が増えると、火事や不法侵入、景観の悪
化などの問題点が出てきます。

　ほかの地域住民に対しても影響を及ぼす
といわれています。和水町空家等対策協議
会では、これからも増えていくと思われる
空き家に対する町としての対策計画を作成
していく予定です。
　和水町には、空き家対策の一つとして、
空き家バンクという制度があります。まだ
利活用ができる空き家に、移住者が入れば、
その空き家はこの町にとっても大きな財産
になると私は考えています。活用を考えて
いる人は、ぜひ空き家バンクの利用を検討
しませんか。

森
林
資
源
を
大
切
に
ー

こ
の
広
報
紙
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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Vol.11
和水町の活躍している人を紹介します

松下　元気
和水町地域おこし協力隊
まつ した げん   き

なごみ
日和


